
知 能 ソ フ ト ウ ェ ア 研 究 室  

 

 知 能 ソ フ ト ウ ェ ア 研 究 室（ 旧：表 現 系 工 学 研 究 室 ）は ，現 在 ，栗 原 正 仁 特 任 教

授 ， 小 山 聡 准 教 授 ， 秘 書 の 植 田 亜 衣 さ ん ， 学 生 24 名 で 構 成 さ れ て い ま す 。 学 生

の 内 訳 は ， 博 士 後 期 課 程 3 名 （ う ち 留 学 生 2 名 ）， 修 士 課 程 11 名 ， 学 部 生 10 名

と な っ て い ま す 。ま た ，栗 原 特 任 教 授 は 令 和 3 年 3 月 末 を も っ て 定 年 退 職 さ れ ま

す 。  

 研 究 テ ー マ は ，ソ フ ト ウ ェ ア シ ス テ ム ，プ ロ グ ラ ミ ン グ と AI，機 械 学 習 と A I，

Web と AI，情 報 メ デ ィ ア と AI，認 知 科 学 と AI な ど ，ソ フ ト ウ ェ ア 工 学（ S E）と

人 工 知 能 （ AI） の 基 礎 分 野 を 幅 広 く カ バ ー し て い ま す 。 博 士 後 期 課 程 の 学 生 は ，

定 理 の 自 動 証 明 ，ニ ュ ー ラ ル ネ ッ ト ワ ー ク や カ ー ネ ル 法 の 学 習 ア ル ゴ リ ズ ム ，因

果 分 析 や A I の 説 明 性 な ど の 基 礎 研 究 に 取 り 組 む こ と が 多 く ， こ の 3 年 間 で 4 名

の 博 士 を 輩 出 し て い ま す 。修 士 課 程 学 生 や 学 部 生 に 人 気 の あ る テ ー マ と し て は ゲ

ー ム AI の 研 究 が あ り ， 情 報 集 合 モ ン テ カ ル ロ 木 探 索 や 深 層 強 化 学 習 な ど の 最 新

の AI 技 術 を 用 い て ， 様 々 な 種 類 の ゲ ー ム A I の 研 究 に 取 り 組 ん で い ま す 。 ま た ，

計 算 化 学 や 量 子 計 算 な ど こ れ ま で に 研 究 室 で は 扱 っ て こ な か っ た 新 し い 研 究 テ

ー マ に 取 り 組 む 学 生 も 現 れ 始 め て い ま す 。研 究 成 果 は 国 際 的 な 論 文 誌 や 会 議 で 発

表 を 行 っ て お り ，国 内 学 会 か ら 多 く の 賞 も 受 け て い ま す 。当 研 究 室 の 最 新 の 研 究

業 績 や 近 況 に つ き ま し て は ， Web サ イ ト  

http://ku ssharo. c omplex.en g.hokud a i.ac.jp /に 掲 載 さ れ て お り ま す の で ご 覧

く だ さ い 。  

 

 

自 律 系 工 学 研 究 室  

 

当 研 究 室 は ，山 本 雅 人 教 授 ，飯 塚 博 幸 准 教 授 の ２ 名 で 現 在 の 研 究 室 を 運 営 し て

い ま す ．博 士 課 程 に 進 ん だ 高 田 圭 さ ん は ，ア メ リ カ の マ サ チ ュ ー セ ッ ツ 大 学 ア マ

ー ス ト 校 へ の 2 回 の 留 学 の 後 ，2019 年 3 月 に 学 位 を 取 得 し ，Z ホ ー ル デ ィ ン グ ス

に 就 職 し て い き ま し た ．野 口 渉 さ ん も マ サ チ ュ ー セ ッ ツ 大 学 ア マ ー ス ト 校 に 留 学

後 ，博 士 課 程 を 短 縮 し て 1 年 半 で 学 位 を 取 得 し ま し た ．野 口 さ ん は そ の 後 ，北 大

内 に 新 し く で き た 人 間 知・脳・AI 研 究 教 育 セ ン タ ー の 博 士 研 究 員 と し て 雇 わ れ ，

研 究 室 に 残 り ，現 在 は 研 究 室 の 博 士 研 究 員 と し て ，自 律 系 の 研 究 に 従 事 し つ つ も ，

学 生 の 指 導 の 補 助 を 行 っ て く れ て い ま す ．2021 年 4 月 現 在 で ，学 生 は ，D3（ 1 名 ），

社 会 人 D2（ 1 名 ）， D 1（ 1 名 )， 社 会 人 D1（ 2 名 ）， M2（ 8 名 ）， M1（ 2 名 ）， B4（ 6

名 ） で ， 学 術 研 究 員 1 名 ， 秘 書 1 名 を 加 え て ， 研 究 室 は 総 勢 26 名 で 構 成 さ れ て

い ま す ．  

研 究 活 動 で は ，情 報 通 信 研 究 機 構（ NI CT）の 2019 年 度 の 委 託 研 究 に 採 択 さ れ ，

株 式 会 社 テ ク ノ フ ェ イ ス と 共 同 で ，深 層 学 習 を 用 い た 動 物 の リ ア ル タ イ ム 自 動 行

http://kussharo.complex.eng.hokudai.ac.jp/


動 分 類 シ ス テ ム の 開 発 を 行 っ て い ま す ．そ の 他 に は ，新 エ ネ ル ギ ー・産 業 技 術 総

合 開 発 機 構 （ NEDO） に 採 択 さ れ ， 研 削 加 工 に AI を 導 入 し て 技 術 継 承 を 行 う 研 究

開 発 を 行 っ て い ま す ．ま た ，総 務 省 の 情 報 通 信 利 用 促 進 支 援 事 業 費 補 助 金 に も 採

択 さ れ ，深 層 学 習 に よ っ て 手 話 の 自 動 認 識 行 い ，効 率 的 に 手 話 を 学 習 で き る シ ス

テ ム を 日 本 ユ ニ シ ス 株 式 会 社 と 共 同 で 開 発 し て い ま す ．こ の よ う に 共 同 研 究 を 中

心 に ， 社 会 貢 献 と 科 学 的 探 求 を 盛 ん に 行 っ て い ま す ．  

同 窓 生（ 精 密 機 器 第 一 講 座 ，自 律 系 工 学 分 野 ）の 皆 様 ，札 幌 近 郊 に お 越 し の 際

に は ， 是 非 ， お 立 ち 寄 り 下 さ い ． 研 究 室 一 同 ， 心 よ り お 待 ち し て い ま す ． ま た ，

当 研 究 室 の 近 況 に つ い て は ， Web サ イ ト を ご 覧 く だ さ い ．  

 

 

調 和 系 工 学 研 究 室  

 

現 在 ，調 和 系 工 学 研 究 室 は 川 村 教 授 ，山 下 准 教 授 ，横 山 助 教 を は じ め ，秘 書 の

小 沢 さ ん ，早 坂 さ ん ，学 生 DC５ 名 ，MC１ ０ 名 ，BC１ ０ 名 ，社 会 人 ド ク タ ー １ 名 で

活 動 し て い ま す ．研 究 分 野 は ，人 工 知 能 ，デ ィ ー プ ラ ー ニ ン グ ，ニ ュ ー ラ ル ネ ッ

ト ワ ー ク ，機 械 学 習 ，遺 伝 的 ア ル ゴ リ ズ ム ，ゲ ー ム 理 論 ，意 思 決 定 ，マ ル チ エ ー

ジ ェ ン ト シ ス テ ム ，デ ー タ マ イ ニ ン グ ，組 み 合 わ せ 最 適 化 ，な ど 多 岐 に わ た り ま

す 。調 和 系 工 学 研 究 室 は 伝 統 的 に ，こ う し た 研 究 成 果 を 積 極 的 に 国 内 外 の 学 会 で

発 表 し て お り ま す が ，本 年 度 は 新 型 コ ロ ナ ウ イ ル ス 感 染 症 対 策 の た め ，オ ン ラ イ

ン 発 表 が 大 半 で し た ．研 究 活 動 の 一 環 と し て 行 っ て い る 大 滝 セ ミ ナ ー ハ ウ ス で の

研 究 合 宿 や 歓 送 迎 会 な ど を 行 う こ と も で き ま せ ん で し た が ，活 発 な 研 究 活 動 を 維

持 で き る よ う オ ン ラ イ ン ミ ー テ ィ ン グ を 積 極 的 に 活 用 し て お り ま す ．様 々 な 困 難

が あ り ま し た が ，調 和 系 工 学 研 究 室 の 伝 統 で あ る ア ク テ ィ ビ テ ィ の 高 さ は 今 年 度

も 健 在 で す ．卒 業 生 の み な さ ま ，札 幌 に お 越 し の 際 に は ぜ ひ 研 究 室 へ お 立 ち 寄 り

く だ さ い ．  

 

 

ヒ ュ ー マ ン コ ン ピ ュ ー タ イ ン タ ラ ク シ ョ ン ( HC I)  研 究 室  

 

 現 在 ， ヒ ュ ー マ ン コ ン ピ ュ ー タ イ ン タ ラ ク シ ョ ン （ H CI） 研 究 室 は ， 小 野 哲 雄

教 授 ，坂 本 大 介 准 教 授 の 2 名 の 教 員 と ，秘 書 の 植 田 亜 衣 さ ん と 28 名 の 学 生（ 博

士 課 程 6 名 ， M 2（ 7 名 ），  M1（ 5 名 ）， B 4（ 5 名 ）， B3（ 5 名 ）） で 日 夜 ， 研 究 に 励

ん で お り ま す 。 20 1 7 年 の 3 月 に 坂 本 先 生 が 着 任 さ れ ， こ れ ま で の HCI や 人 と ロ

ボ ッ ト の イ ン タ ラ ク シ ョ ン だ け で は な く ，イ ン タ ラ ク シ ョ ン デ ザ イ ン や ユ ー ザ イ

ン タ フ ェ ー ス の 分 野 の 研 究 も 活 発 に 行 わ れ る よ う に な り 国 際 会 議 や 論 文 誌 に も

積 極 的 に 研 究 成 果 を 発 信 し て い ま す 。ま た ，こ れ ら の 研 究 成 果 に よ り ，学 内 外 で

の 学 生 の 受 賞 者 が 増 え て い ま す 。最 新 の 研 究 室 の 活 動 状 況 は ，研 究 室 の ウ ェ ブ ペ



ー ジ を ご 覧 く だ さ い （ https ://hci - l ab.jp/）。  

 以 前 ，研 究 室 で 研 究 ，教 育 に 大 活 躍 さ れ て い た 棟 方 渚 先 生 は ご 昇 進 さ れ ，京 都

産 業 大 学 准 教 授 と し て さ ら に 活 躍 の 分 野 を 広 げ ら れ て い ま す 。  

 札 幌 へ お 越 し の 際 に は ， 是 非 ， 研 究 室 に も お 立 ち 寄 り く だ さ い 。  

 

 

大 規 模 知 識 処 理 研 究 室  

  

 大 規 模 知 識 処 理 研 究 室 で は 、 湊 真 一 教 授 が 201 8 年 4 月 に 京 都 大 学 に 、 瀧 川 一

学 准 教 授 が 201 9 年 4 月 に 理 化 学 研 究 所 革 新 知 能 統 合 研 究 セ ン タ ー に 、 そ れ ぞ れ

転 出 さ れ ま し た 。瀧 川 先 生 は 、ク ロ ス ア ポ イ ン ト メ ン ト で 北 海 道 大 学 の 化 学 反 応

創 成 研 究 拠 点 の 特 任 准 教 授 で も あ り ま す 。 続 い て 、 堀 山 貴 史 教 授 が 2 019 年 9 月

に 、 脊 戸 和 寿 准 教 授 が 2020 年 11 月 に そ れ ぞ れ 着 任 し ま し た 。 ま た 、 20 2 1 年 1

月 に は 、技 術 補 助 員 と し て 渡 辺 幸 恵 さ ん に も 加 わ っ て い た だ き ま し た 。学 生 さ ん

は 、学 部 3 年 生 と し て 2019 年 秋 に 4 人 、2020 年 秋 に 3 人 が や っ て き て く れ ま し

た 。現 在 は 、 4 年 生 と 3 年 生 あ わ せ て 7 名 の 学 生 さ ん と 3 名 の ス タ ッ フ で 、少 し

ず つ 研 究 室 の 形 を 作 っ て い る と こ ろ で す 。  

 研 究 活 動 で は 、組 合 せ 最 適 化 と そ の 応 用 、ア ル ゴ リ ズ ム 設 計 論 、大 規 模 知 識 処

理 、グ ラ フ 構 造 、列 挙 ア ル ゴ リ ズ ム 、計 算 幾 何 学 、デ ザ イ ン と 数 学 、計 算 折 り 紙 、

計 算 量 理 論 な ど の キ ー ワ ー ド の も と 、理 論 と 応 用 の 両 方 の 視 点 か ら 研 究 を 進 め て

い ま す 。ま た 、 2 02 0 年 12 月 に は 、科 学 研 究 費 補 助 金  学 術 変 革 領 域 研 究  ( A ) と

し て 、湊 真 一 教 授 が 領 域 代 表 の「 社 会 変 革 の 源 泉 と な る 革 新 的 ア ル ゴ リ ズ ム 基 盤

の 創 出 と 体 系 化 」が 採 択 さ れ 、堀 山 貴 史 教 授 も そ の 計 画 研 究「 大 規 模 離 散 構 造 の

理 解 と 革 新 的 ア ル ゴ リ ズ ム 基 盤 の 創 出 」 の 研 究 代 表 者 と し て 研 究 を 始 め ま し た 。 

 同 窓 生 の 皆 さ ん 、居 心 地 よ く 過 ご せ る よ う し て い ま す の で 、直 接 の 指 導 教 員 か

ど う か に 関 わ ら ず 、 ぜ ひ 遊 び に お 越 し く だ さ い 。  

 

 

知 識 ベ ー ス 研 究 室  

 

  令 和 の 時 代 に な り 、 知 識 ベ ー ス 研 究 室 で は 、 吉 岡 教 授 、 大 久 保 助 教 の 体 制 で 、

研 究・教 育 を 行 っ て お り ま す 。今 年 度 は 、コ ロ ナ 禍 の 影 響 も あ り 、毎 週 の セ ミ ナ

ー の オ ン ラ イ ン 化 な ど 、新 し い 様 式 で の 研 究 ス タ イ ル で 活 動 し て お り ま す 。ま た 、

北 大 の 国 際 プ ロ ジ ェ ク ト Global Stati on for Bi g Data an d Cybersec urity( G SB)

の 後 継 組 織 で あ る ビ ッ グ デ ー タ と Io T に 関 す る 協 同 セ ン タ ー が 情 報 科 学 研 究 院

内 に 設 置 さ れ 、情 報 科 学 研 究 院 の 国 際 連 携 に も 協 力 し て い ま す 。ま た 、令 和 2 年

か ら は 、 北 大 に お け る 世 界 ト ッ プ レ ベ ル 研 究 拠 点 プ ロ グ ラ ム ( WPI)に 採 択 さ れ た

化 学 反 応 創 成 研 究 拠 点 (ICRe DD)と も 連 携 し な が ら 、異 分 野 連 携 に も 取 り 組 ん で い

https://hci-lab.jp/


ま す 。  

  研 究 内 容 に つ い て は 、こ れ ま で と 同 じ く 、情 報 の 組 織 化 を 通 し た 再 利 用 可 能 な

知 識 へ と つ な げ る 研 究 を 、 発 展 的 に 継 続 し て い ま す 。 所 属 学 生 は 、 M2 5 名 、 M 1  

3 名 、 B4 4 名 、 B3 4 名 と な り 、 新 し い 様 式 の 中 で 研 究 活 動 を 進 め て い ま す 。 最

近 の 人 工 知 能 や デ ー タ サ イ エ ン ス の 素 養 を 持 つ 学 生 へ の 社 会 の 期 待 は 高 く 、大 手

企 業 だ け で な く 、ベ ン チ ャ ー 企 業 な ど 、広 い 選 択 肢 か ら 就 職 先 を 検 討 し て い る よ

う で す 。  

 

 

ア ル ゴ リ ズ ム 研 究 室  

 

 ア ル ゴ リ ズ ム 研 究 室 は ，情 報 科 学 研 究 科 の 発 足 時 に 新 設 さ れ た 研 究 室 で ，今 年

で 17 年 目 に な り ま す 。 現 在 は ド イ ツ 出 身 の ツ ォ イ ク マ ン ・ ト ー マ ス 特 任 教 授 と

ア メ リ カ 出 身 の ジ ョ ー ダ ン・チ ャ ー ル ズ 助 教 の ２ 名 で 研 究・教 育 を 進 め て い ま す 。

従 来 と 同 様 に 海 外 か ら の 来 客 者 を 含 み 国 際 的 な 研 究 室 と い う の が 特 徴 で す 。  

 具 体 的 な 研 究 内 容 と し て は ，情 報 セ キ ュ リ テ ィ の 分 野 で 用 い ら れ る 暗 号 理 論 と

ア ル ゴ リ ズ ム の 研 究 や ，デ ー タ マ イ ニ ン グ や 機 械 学 習 の ア ル ゴ リ ズ ム に 関 す る 研

究 ， さ ら に ア ル ゴ リ ズ ム の 実 用 性 を 論 ず る 平 均 計 算 量 解 析 を 対 象 と し て い ま す 。

一 方 ，大 規 模 な ス ー パ ー コ ン ピ ュ ー タ ー で 利 用 で き る 論 理 ソ ル バ や 計 算 機 科 学 の

ア ル ゴ リ ズ ム に 関 す る 研 究 と 実 装 、計 算 量 理 論 と 記 述 計 算 量 の 研 究 も 取 り 組 ん で

い ま す 。来 年 度 か ら ア ル ゴ リ ズ ム 研 究 室 の 新 し い 時 代 が 始 ま り 今 後 の 研 究 課 題 を

楽 し み に し て い ま す 。  

 研 究 室 OB か ら の 訪 問 も 大 歓 迎 で す の で 札 幌 に 来 る 場 合 は 是 非 ご 連 絡 く だ さ い 。 

 （ 研 究 室 HP） htt ps://www - alg.ist . hokudai.a c.jp  

 

 

情 報 数 理 学 研 究 室  

 

2020 年 4 月 に 中 村 将 成 助 教 が 着 任 し ， 当 研 究 室 は 田 中 教 授 ， 河 口 准 教 授 ， 中

村 助 教 ， 社 会 人 D C 一 名 ， MC2 二 名 ， MC 1 五 名 ， 卒 論 生 五 名 と 総 勢 16 名 で 新 年 度

の ス タ ー ト を 切 り ， 10 月 に は 三 名 の 学 部 3 年 生 も 合 流 し て 大 所 帯 と な っ て お り

ま す 。し か し ，新 型 コ ロ ナ 感 染 拡 大 へ の 対 処 と し て 一 部 の 小 グ ル ー プ ゼ ミ や 研 究

指 導 を 除 い て 研 究 室 ゼ ミ は 完 全 オ ン ラ イ ン 化 ，卒 業・修 士 論 文 発 表 会 も 各 自 が 自

宅 か ら zo om で 発 表 ， 新 歓 コ ン パ も 追 い 出 し コ ン パ も 見 合 わ せ て お り ， 研 究 室 メ

ン バ ー が 一 堂 に 会 す る こ と の な い ま ま 2020 年 度 が 終 わ ろ う と し て い ま す 。 休 学

か ら 復 帰 し た 留 学 生 の 慎 君 は 再 来 日 の タ イ ミ ン グ を 計 り な が ら 卒 業 研 究 を 進 め

て き ま し た が ，つ い に 入 国 す る 機 会 を 得 る 事 が で き ず 本 国 か ら の 発 表 と な る な ど ，

ま さ に 異 例 尽 く し の 年 度 で あ り ま し た が ，卒 業 論 文 ４ 編 ，修 士 論 文 ２ 編 ，例 年 に

https://www-alg.ist.hokudai.ac.jp/


勝 る と も 劣 ら ず 立 派 に 出 来 上 が り ま し た 。 2 018～ 2019 年 度 修 士 課 程 修 了 生 五 名

は ， 井 上 特 殊 鋼 ， 富 士 通 ， Yahoo， 北 海 道 Ｎ Ｓ ソ リ ュ ー シ ョ ン ズ ， フ ィ ッ ク ス タ

ー ズ へ ，学 部 卒 業 生 は 長 野 市 役 所 へ ，そ れ ぞ れ 就 職 い た し ま し た 。2020～ 202 1 年

度 末 修 了 卒 業 予 定 者 の 就 職 活 動 は ，こ れ も 感 染 予 防 に 知 恵 を 絞 り な が ら の 悪 戦 苦

闘 を 強 い ら れ て お り ま す が ， OB・ OG の 皆 様 方 か ら こ ま め に メ ー ル 連 絡 が あ っ た

り ，オ ン ラ イ ン 会 社 説 明 会 や 交 流 会 が 開 催 さ れ た り ，研 究 室 に お 菓 子 を 送 っ て 励

ま し て 下 さ っ た り と ，多 種 多 様 な 御 支 援 を 賜 っ て い る と 聞 き 及 ん で お り ま す 。深

く 感 謝 す る 次 第 で す 。か つ て の よ う に リ ク ル ー ト や 帰 省 で 皆 様 に 直 接 お 会 い で き

る 日 を 教 員・在 籍 生 一 同 心 待 ち に し て お り ま す 。皆 様 の 近 況 報 告 も お 気 軽 に メ ー

ル で お 聞 か せ 下 さ い 。（ http ://ims2 . main.ist. hokudai . ac.jp/）  
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情 報 認 識 学 研 究 室  

 

情 報 認 識 学 研 究 室 は 現 在 , 工 藤 教 授 ,  中 村 准 教 授 の 他 , 博 士 課 程 1 名 , 修 士

課 程 9 名 , 学 部 生 5 名 , 留 学 生 2 名 で 日 々 研 究 活 動 に 励 ん で お り ま す . 今 年 度 ,  

長 年 当 研 究 室 を 支 え て き た 陸 さ ん が 博 士 課 程 を 修 了 し た 他 , 伊 藤 さ ん , 小 城 さ

ん , 田 井 さ ん , 前 川 さ ん が 修 士 課 程 を 修 了 し ,  学 部 生 5 名 は 修 士 に 進 学 し ま し

た . 現 在 は 国 際 学 会 へ の 参 加 者 も 減 っ て し ま い ま し た が , 勢 い の あ る 学 部 生 が

積 極 的 に 研 究 に 取 り 組 み 始 め て い ま す . 研 究 活 動 は , パ タ ー ン 認 識 や 機 械 学 習

に 関 す る 研 究 を 行 な っ て お り ま す . 恒 例 の 花 見 ジ ン パ や 夏 の キ ャ ン プ は 新 型 コ

ロ ナ ウ イ ル ス の 影 響 で 実 施 で き ま せ ん で し た が , 来 年 度 以 降 , 実 施 で き る こ と

を 期 待 し て ま す ．  

研 究 室 の 報 告 は 随 時 ホ ー ム ペ ー ジ で 公 開 し て お り ま す の で ご 確 認 く だ さ い . 

(https:// prml.ma i n.ist.hok udai.ac . jp/ )  

 

 

「 2020 年 度 の 修 士 修 了 生 と 教 員 と チ ョ ボ 」  

 

 

 

https://prml.main.ist.hokudai.ac.jp/


知 能 情 報 学 研 究 室  

 

知 能 情 報 学 研 究 室 で は 、実 世 界 で の 知 能 情 報 処 理 技 術 の 実 現 に 向 け 、ハ ー ド ウ

ェ ア と ソ フ ト ウ ェ ア の 両 面 か ら 研 究 を 行 っ て い ま す 。 今 年 度 は 、 D3 (3 名 ）、 M 2  

(4 名 )、 M1 (3 名 )、 B4 (4 名 ）、 B3 (3 名 ）、 外 国 人 特 任 研 究 員 （ 1 名 ）、 外 国 人 研

究 生（ 1 名 ）の メ ン バ ー で 構 成 さ れ て い ま す 。C OVID -19 の 影 響 に よ る 多 大 な 活 動

制 限 を 受 け つ つ も 、教 員 2 名（ 杉 本 雅 則 教 授 、渡 邊 拓 貴 助 教 ）と 秘 書 1 名 が 協 力

し 、 研 究 室 の 運 営 に 当 た っ て い ま す 。  

お か げ さ ま で 20 20 年 度 は 嶋 田 祥 太 君 な ら び に 村 上 弘 晃 君 の 博 士 学 位 取 得 、 佐

藤 拓 斗 君 の 修 士 論 文 に 対 す る 精 密 工 学 会 北 海 道 支 部 学 生 奨 励 賞 受 賞 な ど 、学 生 の

頑 張 り が 実 感 で き る 年 と な り ま し た 。研 究 成 果 発 信 、産 官 学 共 同 研 究 等 も 順 調 で 、

ほ ぼ 例 年 通 り の ア ク テ ィ ビ ィ を 維 持 で き た こ と に 、責 任 者 と し て 胸 を な で 下 し て

い ま す 。  

学 会 活 動 で は 、情 報 処 理 学 会 北 海 道 支 部 長（ 任 期 は 今 年 度 末 ま で ）の 杉 本 が 現

地 実 行 委 員 長 を 務 め る 全 国 大 会 レ ベ ル の イ ベ ン ト を 2 02 0 年 9 月 に 実 施 し ま し た 。

北 海 道 な ら で は の 地 域 連 携 企 画 等 の 充 実 を 目 指 し 、多 数 の 関 係 者 に ご 尽 力 い た だ

き つ つ 、本 学 で の 開 催 準 備 を 進 め て き ま し た 。多 数 の 方 の 現 地 参 加 を 期 待 し て い

た だ け に 、昨 今 の 社 会 状 況 で は 致 し 方 な い と は 言 え 、オ ン ラ イ ン 開 催 と な っ た こ

と は 大 変 残 念 な こ と で は あ り ま し た 。  

研 究 室 の 現 況 に つ い て は 、web page ( http://ii s -lab.i s t.hokudai .ac.jp/ )等

で 発 信 し て お り ま す の で 、 機 会 が ご ざ い ま し た ら ご 笑 覧 い た だ き た く 存 じ ま す 。

同 窓 生 の 皆 様 に お か れ ま し て は 、ご 来 札 の 際 は ぜ ひ お 気 軽 に 研 究 室 に お 越 し い た

だ き た く 、 ま た そ の 際 は 現 メ ン バ ー を 叱 咤 激 励 し て い た だ け る と 幸 い で す 。  

 

 

ハ イ パ フ ォ ー マ ン ス コ ン ピ ュ ー テ ィ ン グ  

（ H PC : Hi gh  P er for ma nc e Co mp ut in g） 研 究 室  

 

ハ イ パ フ ォ ー マ ン ス コ ン ピ ュ ー テ ィ ン グ（ HPC : High Pe rformance C omputin g）

研 究 室 は ， 20 17 年 に 超 高 速 計 算 機 網 工 学 研 究 室 を 名 称 変 更 し て 誕 生 し ま し た ．

現 在 ， 大 宮 学 教 授 ， 岩 下 武 史 教 授 ， 深 谷 猛 助 教 の 3 名 の 教 員 が 在 籍 し て い ま す ．

こ れ ら の 3 名 の 教 員 は 北 海 道 大 学 情 報 基 盤 セ ン タ ー を 本 務 と し て お り ， 北 海 道

大 学 が 有 す る 国 内 有 数 の ス ー パ ー コ ン ピ ュ ー タ の 設 計・運 用 に も 携 わ っ て い ま す ．

本 ス ー パ ー コ ン ピ ュ ー タ は 2 018 年 1 2 月 に 刷 新 さ れ ， 従 来 機 の 20 倍 以 上 の 高 速

化 が 達 成 さ れ ま し た ．現 在 ，計 算 科 学 ，機 械 学 習 等 ，様 々 な 応 用 分 野 で の 利 用 が

な さ れ て い ま す ．  

 HPC 研 究 室 に は ， 現 在 ， 修 士 2 年 生 1 名 ， 修 士 1 年 生 2 名 ， 学 部 4 年 生 2 名 ，

学 部 3 年 生 2 名 ，研 究 生 1 名（ 博 士 課 程 進 学 希 望 ）が 在 籍 し て い ま す ．研 究 テ ー

http://iis-lab.ist.hokudai.ac.jp/


マ と し て は ， 大 規 模 シ ミ ュ レ ー シ ョ ン の 高 速 化 や 様 々 な 数 値 解 法 の 高 度 化 な ど ，

HPC 分 野 を 中 心 と し た テ ー マ を 対 象 と し て い ま す ．よ り 具 体 的 に は ，第 ５ 世 代 移

動 通 信 ( 5G)に 関 連 し た 周 波 数 28 GHz 帯 屋 内 伝 搬 お よ び 屋 内 か ら 屋 外 へ の 伝 搬 シ

ミ ュ レ ー シ ョ ン や Ａ Ｉ を 利 用 し た ビ ッ グ デ ー タ 解 析 と 情 報 ビ ジ ネ ス の 創 生 ，連 立

一 次 方 程 式 の 求 解 法 で あ る 反 復 法 の 収 束 性 改 善 手 法 や 並 列 化 手 法 の 研 究 ，行 列 や

テ ン ソ ル 分 解 に 関 す る 高 性 能 ア ル ゴ リ ズ ム の 開 発 な ど を 行 っ て い ま す ．3 名 の 在

籍 教 員 は 自 身 が 代 表 者 を 務 め る 科 研 費 研 究 を 計 4 件 遂 行 中 で あ り ， そ の 他 に 深

谷 助 教 は JST さ き が け の 研 究 も 推 進 中 で す ．  

 

 

情 報 シ ス テ ム 設 計 学 研 究 室 （ 情 報 基 盤 セ ン タ ー ）  

 

 当 研 究 室 で は ，現 在 棟 朝 教 授 ，杉 木 准 教 授 ，Cout ney Powe ll 特 任 助 教 ，Marti n 

Schleuter 訪 問 研 究 員 ，博 士 1 名 ，修 士 4 名［ M2（ 3 名 ）， M1（ 1 名 ）］，学 部 4 名

の 総 勢 13 名 で 研 究 に 励 ん で お り ま す 。  

 研 究 活 動 で は ，棟 朝 教 授・杉 木 准 教 授 両 名 の 下 ，進 化 計 算 や 深 層 学 習 を 用 い た

最 適 化 ア ル ゴ リ ズ ム の 研 究 や ，ク ラ ウ ド コ ン ピ ュ ー テ ィ ン グ ，セ キ ュ リ テ ィ や 大

規 模 分 散 並 列 処 理 と い っ た 幅 広 い テ ー マ を 扱 っ て い ま す 。研 究 発 表 に つ き ま し て

も ， 情 報 処 理 学 会 第 132 回 MPS 研 究 会 や 進 化 計 算 学 会 シ ン ポ ジ ウ ム 202 0 に て 積

極 的 に 発 表 を 行 っ て い ま す 。  

 今 年 度 は 新 型 コ ロ ナ ウ イ ル ス 感 染 症 の 影 響 に よ り ，研 究 活 動 ，教 育 活 動 ，学 会

発 表 が オ ン ラ イ ン 中 心 で 行 わ れ た 1 年 と な り ま し た 。 こ の コ ロ ナ 禍 に お い て 研

究 室 に 御 来 訪 い た だ く こ と が 難 し い 状 況 か と 思 わ れ ま す が ，同 窓 生 の 皆 様 な ら び

に 本 研 究 室 へ 興 味 を 持 た れ た 方 は ，札 幌 へ お 越 し の 際 に は 当 研 究 室 へ お 立 ち 寄 り

く だ さ い 。 研 究 室 一 同 ， 感 染 防 止 を 徹 底 し ， 心 よ り お 待 ち し て お り ま す 。 ま た ，

最 新 の 研 究 業 績 や 近 況 に つ き ま し て は ， 当 研 究 室 の We b サ イ ト  

(https:// isdl.ii c .hokudai. ac.jp/ )を ご 覧 く だ さ い 。  
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先 端 ネ ッ ト ワ ー ク 研 究 室 （ 情 報 基 盤 セ ン タ ー ）  

 

 卒 業 生 、修 了 生 の 皆 様 、い か が お 過 ご し で し ょ う か 。本 研 究 室 で は 現 在 、高 井

昌 彰 教 授 、飯 田 勝 吉 准 教 授 、大 学 院 修 士 課 程 ７ 名 、学 部 生 ５ 名 、訪 問 研 究 員 １ 名

の 計 １ ３ 名 の 体 制 で 研 究 活 動 を 行 っ て お り ま す 。新 型 コ ロ ナ ウ ィ ル ス 感 染 予 防 対

策 と し て 、こ れ ま で ゼ ミ 室 に メ ン バ ー 全 員 が 集 ま っ て 実 施 さ れ て い た 研 究 室 全 体

ゼ ミ は 概 ね 全 て オ ン ラ イ ン 化 さ れ て い ま す が 、対 面 形 式 と は 一 味 違 っ た き め 細 か

い デ ィ ス カ ッ シ ョ ン を 行 う こ と が で き 、斬 新 な 着 想 を も っ た 魅 力 的 な 卒 論・修 論

研 究 が 展 開 さ れ て い ま す 。  

 研 究 内 容 は こ れ ま で と 同 様 に C G や ネ ッ ト ワ ー ク に 基 づ い た テ ー マ を 各 人 の イ

ン ス ピ レ ー シ ョ ン と 問 題 意 識 を も と に 独 自 に 設 定 し 、 D emo or  Die の 精 神 を モ ッ

ト ー に 日 夜 研 究 に 取 り 組 ん で い ま す 。 深 層 学 習 に よ る 画 像 認 識 や AR・ VR 技 術 、

ス マ ー ト フ ォ ン の セ ン サ や 近 距 離 通 信 技 術 な ど 、様 々 な 情 報 技 術 を 用 い て 、前 例

の な い 面 白 い ア プ リ ケ ー シ ョ ン を 作 り 上 げ 、実 際 に 動 か し て み せ る と こ ろ に 本 研

究 室 の 特 徴 が 現 れ て い る と 言 え ま す 。ま た 、近 年 は 飯 田 先 生 の ご 指 導 で エ ッ ジ コ

ン ピ ュ ー テ ィ ン グ や サ イ バ ー セ キ ュ リ テ ィ に 関 す る 研 究 も 精 力 的 に 行 っ て お り 、

本 研 究 室 の 研 究 テ ー マ の 守 備 範 囲 は さ ら に 大 き く 広 が っ て い ま す 。学 部 生 は ほ ぼ

全 員 が 大 学 院 に 進 学 し て お り 、 大 学 院 修 士 修 了 者 の 多 く は I CT ソ リ ュ ー シ ョ ン

系 企 業 な ど に 就 職 し て い ま す 。  

 当 研 究 室 の ウ ェ ブ サ イ ト (ht tp://m adeira.ii c.hokud a i.ac.jp/ )の 方 も 随 時 更

新 し て い ま す の で 、ぜ ひ 御 覧 く だ さ い 。ま た 、札 幌 に お 越 し の 際 に は 研 究 室 に も

お 立 ち 寄 り く だ さ い 。  

AR キ ャ ラ ク タ ー と ボ ー ル を 押 し 合 う  

 

 

先 端 デ ー タ 科 学 研 究 室 （ 情 報 基 盤 セ ン タ ー ）  

 

 研 究 室 卒 業 生 ， 修 了 生 の み な さ ま ， い か が お 過 ご し で し ょ う か ． 2018 年 以 降

の 動 静 と と も に ， 研 究 室 の 現 況 を お 知 ら せ し ま す ．  

 当 研 究 室 の ス タ ッ フ は 現 在 ，水 田 教 授 と ，こ れ を 書 い て い る 南 の 2 名 で す 。多

く の 学 生 諸 氏 が ひ と か た な ら ぬ お 世 話 に な っ た 小 宮 先 生 は 、 2 019 年 度 末 で ご 退

職 に な ら れ ま し た 。 た だ し 、 定 例 で 開 催 さ れ て い る HF 研 究 会 に は 引 き 続 き ご 参

http://madeira.iic.hokudai.ac.jp/


加 に な っ て お ら れ る 由 、 伺 っ て い ま す 。  

学 生 は 2020 年 度 末 で ， DC 1 名 ， MC 5 名 ， 4 年 生 2 名 、 3 年 生 2 名 で す ． 年 度

が 明 け る と 、 MC5 名 、 4 年 生 2 名 と な り ま す 。  

お か げ さ ま で ， 卒 業 ・ 修 了 生 は そ れ ぞ れ の 場 で 活 躍 し て お り 、 ま た 20 20 年 度

に は DC3 名 が 全 員 博 士 号 を 取 得 し 、 そ れ ぞ れ ご 専 門 を 生 か し た 形 で 奉 職 さ れ る

と 聞 き 及 ん で お り ま す ．  

研 究 活 動 も か わ ら ず ，シ ン ボ リ ッ ク デ ー タ 解 析 や 関 数 デ ー タ 解 析 な ど の 集 約 的

手 法 と そ の 応 用 例 ，イ ン タ ー ネ ッ ト セ キ ュ リ テ ィ に 係 る 実 践 的 研 究 な ど で す ．帰

省 ，リ ク ル ー タ ，共 同 研 究 の オ フ ァ ー な ど ，ご 来 訪 を お 待 ち し た い の で す が 、何

分 現 況 に お い て 難 し い と こ ろ か と 思 い ま す の で 、オ ン ラ イ ン な ど 、形 を 変 え て の

ご 交 誼 を 頂 け ま す よ う 、 お 願 い 致 し ま す ．   

 

 

応 用 特 異 点 論 研 究 室  

 

当 研 究 室 は ， 理 学 研 究 院 数 学 部 門 に 所 属 す る 大 本 亨 教 授 と M.Toriel li 助 教 で

運 営 さ れ て い ま す ． 令 和 元 年 度 の 情 報 科 学 院 設 立 に 伴 っ て 新 た に 作 ら れ た 数 学

系 研 究 室 で あ り ， 純 粋 数 学 と 情 報 科 学 系 分 野 を つ な ぐ よ う な 機 能 を 目 指 し て い

ま す ． 特 に 「 応 用 特 異 点 論 」 の 名 が つ く 研 究 室 は 世 界 で 他 に あ り ま せ ん ． 令 和

２ 年 度 の 学 生 構 成 は ， 博 士 後 期 課 程 ２ 名 ， 修 士 ２ 年 ２ 名 ， 修 士 １ 年 １ 名 で す ．

こ れ に 理 学 部 数 学 科 ４ 年 生 が ４ 名 が 関 係 し ま す ． 修 士 ２ 名 の 進 路 は ， Y.N 君 は

デ ー タ サ イ エ ン ス 系 企 業 に 就 職 ， N.N 君 は 博 士 後 期 課 程 進 学 で す ． 二 人 共 優 秀

で ， Y.N 君 の 修 論 で は ， 確 率 論 的 カ タ ス ト ロ フ ・ モ デ ル と い う や や 古 め の 話 題

な が ら 「 特 異 点 論 の 統 計 学 へ の 応 用 」 を 掘 り 起 こ し ま し た ． N.N 君 の 修 論 は ，

「 情 報 幾 何 学 」 （ 甘 利 ・ 長 岡 理 論 ） の 基 礎 部 分 を 書 き 換 え る と い う ， あ る 意 味

で 大 き な 仕 事 に 着 手 す る も の で す ― 退 化 計 量 を 許 容 す る 情 報 幾 何 学 の 新 た な 枠

組 み を ル ジ ャ ン ド ル 特 異 点 論 を 援 用 し て 提 案 し て い ま す ． こ の よ う に 当 研 究 室

は ， ま ず ま ず 良 い 形 で 船 出 す る こ と が で き ま し た ． な お ， 令 和 元 年 度 で は ， ド

イ ツ か ら ポ ス ド ク １ 名 ， ブ ラ ジ ル か ら 研 究 者 １ 名 の 半 年 滞 在 ， 国 際 連 携 教 育 研

究 局 GSB 関 係 で マ サ チ ュ ー セ ッ ツ 大 学 助 教 の ２ ヶ 月 滞 在 が あ り ま し た ． 令 和 ２

年 度 で は コ ロ ナ 防 疫 の た め ， Toriel l i 助 教 の 欧 州 出 張 を 除 け ば ， 海 外 と は す べ

て オ ン ラ イ ン の 対 応 と な り ま し た ．  

 

 

集 積 ナ ノ シ ス テ ム 研 究 室  

 

当 研 究 室 は 、回 路・デ バ イ ス 工 学 の 革 新 的 融 合 技 術 と そ れ ら を 利 活 用 す る 集 積

ナ ノ シ ス テ ム の 創 出 に 挑 戦 し て い ま す 。半 導 体 物 理・回 路 学・情 報 学・非 線 形 理



論・神 経 科 学 等 の 領 域 を 縦 断 し 、新 規 ナ ノ 材 料・デ バ イ ス の 本 質 を 理 解 し て 有 効

活 用 す る 回 路・情 報 処 理 シ ス テ ム；ナ ノ CMOS や 単 電 子 /分 子 素 子 ,  ナ ノ メ モ リ 素

子 等 の た め の 新 規 情 報 処 理 方 式 と 回 路 技 術 の 開 拓 、深 層 学 習 /脳 型 /非 線 形 ア ナ ロ

グ /非 ノ イ マ ン 型 な ど の 情 報 処 理 ア ー キ テ ク チ ャ と そ れ ら 回 路 /デ バ イ ス 融 合 技

術 の 構 築 、新 規 コ ン ピ ュ ー テ ィ ン グ と そ の 集 積 シ ス テ ム な ど の 研 究 を 行 っ て い ま

す 。大 手 企 業・国 研 や 、機 能 通 信 セ ン シ ン グ 研 究 室（ 池 辺 教 授 ）と 密 に 連 携 し て

研 究・教 育 を 行 っ て い ま す 。研 究 室 HP（ h ttp://lal sie.ist . hokudai.a c.jp/jp /）

に て メ ン バ ー 情 報 や 近 況 な ど を 随 時 更 新 し て お り ま す の で 、ご 覧 頂 け れ ば 幸 い で

す 。  

 

 

集 積 電 子 デ バ イ ス 研 究 室  

 

集 積 電 子 デ バ イ ス 研 究 室（ 旧 電 気 工 学 科 電 気 物 性 工 学 講 座 ）は 、本 久 順 一 教 授 、

冨 岡 克 広 准 教 授 、事 務 員 の 田 中 み ず ほ さ ん 、博 士 課 程 １ 名 、修 士 課 程 ５ 名（ う ち

留 学 生 １ 名 ）、 学 部 生 ３ 名 で 、 量 子 集 積 エ レ ク ト ロ ニ ク ス 研 究 セ ン タ ー と 一 体 と

な っ て 研 究 活 動 を 行 な っ て い ま す 。 福 井 孝 志 教 授 は 201 6 年 3 月 に 退 官 さ れ 、 名

誉 教 授 に な ら れ ま し た 。最 近 の 研 究 テ ー マ は 、 III-V 族 化 合 物 半 導 体 ナ ノ ワ イ ヤ

選 択 成 長 技 術 を も と に 、電 子 デ バ イ ス 、光 デ バ イ ス 応 用 に 関 す る 研 究 を 行 っ て い

ま す 。技 術 は 進 歩 し 、テ ー マ も 少 し ず つ 変 化 し て い ま す が 、ク リ ー ン ル ー ム 内 の

実 験 を 中 心 と し た 体 力 気 力 勝 負 の 研 究 ス タ イ ル は 今 も 変 わ り あ り ま せ ん 。恒 例 の

夏 ゼ ミ（ と ４ 年 生 の か く し 芸 大 会 ）は 今 も 受 け 継 が れ て い ま す 。コ ロ ナ 禍 に 負 け

ず 研 究 を 進 め る な ど 、学 生 の 皆 さ ん は 、昔 と 同 じ よ う に が ん ば っ て 研 究 を 支 え て

く れ て い ま す 。札 幌 へ お 越 し の 折 に は 、是 非 研 究 室 へ お 立 ち 寄 り く だ さ い 。セ ン

タ ー の ホ ー ム ペ ー ジ も 下 記 に 掲 載 さ れ て い ま す の で 、 是 非 ご 覧 く だ さ い 。

http://ww w .rciqe . hokudai.a c.jp/la b o/ied/  

 

 

電 子 材 料 学 研 究 室  

 

 卒 業 生 の 皆 様 、 い か が お 過 ご し で し ょ う か 。 電 子 材 料 学 研 究 室 の ス タ ッ フ は 、

村 山 明 宏 教 授 、菅 原 広 剛 准 教 授 、さ ら に 文 科 省 の 事 業 で 新 設 さ れ た 北 大 の テ ニ ュ

ア ト ラ ッ ク 制 度 に よ り 樋 浦 諭 志 が 准 教 授 に 採 択 さ れ ま し た 。そ し て 、工 学 系 技 術

セ ン タ ー よ り 派 遣 さ れ て い る 高 山 純 一 技 術 専 門 職 員 を 加 え た 4 名 体 制 で す 。 な

お 、 本 年 度 の 配 属 学 生 は 、 大 学 院 博 士 課 程 1 名 、 修 士 課 程 7 名 、 学 部 生 4 名 で 、

そ の う ち 留 学 生 は 2 名 （ 韓 国 、 う ち 1 名 は 国 費 ） で す 。  

 研 究 面 で は 、村 山 と 樋 浦 が 半 導 体 量 子 ド ッ ト の 電 子 ス ピ ン を 活 用 す る 新 し い 光

デ バ イ ス と 情 報 処 理 に 関 す る 国 の 大 型 研 究 を 実 施 し て お り 、海 外 2 大 学 、国 内 4

http://lalsie.ist.hokudai.ac.jp/jp/
http://www.rciqe.hokudai.ac.jp/labo/ied/


大 学 と 共 同 研 究 も 行 っ て い ま す 。ま た 、強 み で あ る 超 高 速 光 計 測 に 関 し て 、産 学

連 携 も 視 野 に 入 れ つ つ 、化 学 材 料 系 や 情 報 系 と の 異 分 野 融 合 研 究 プ ロ ジ ェ ク ト を

実 施 し て い ま す 。菅 原 は プ ロ セ ス 用 磁 化 プ ラ ズ マ の 構 造 解 析 と 制 御 を 目 指 し た 計

算 機 シ ミ ュ レ ー シ ョ ン を 展 開 中 で す 。  

 昨 年 よ り 、 感 染 症 対 策 で い ろ い ろ と 制 限 の あ る 日 常 が 続 い て お り ま す が 、 機

会 が あ り ま し た ら お 問 い 合 わ せ の 上 、 研 究 室 に ぜ ひ お 立 ち 寄 り く だ さ い 。 研 究

室 の 近 況 は 下 記 の ホ ー ム ペ ー ジ に 掲 載 さ れ て い ま す の で 、 併 せ て ご 覧 く だ さ

い 。 https ://www. i st.hokuda i.ac.jp / labo/proc essing/  

 

 

ナ ノ 電 子 デ バ イ ス 学 研 究 室  

 

 ナ ノ 電 子 デ バ イ ス 学 研 究 室 （ 旧 シ ス テ ム 工 学 科 プ ロ セ ス ダ イ ナ ミ ク ス 研 究 室 ）

卒 業 生 の 皆 様 ， い か が お 過 ご し で し ょ う か ． 2 020 年 9 月 に 山 ノ 内 路 彦 准 教 授 が

着 任 さ れ ， 現 在 の 研 究 室 は ， 教 授 ： 植 村 ， 准 教 授 ： 山 ノ 内 ， 大 学 院 生 ： 7 名 ， 学

部 生： 8 名 の 体 制 で ，次 世 代 エ レ ク ト ロ ニ ク ス の 中 核 技 術 の 創 出 を 目 指 し た ，ス

ピ ン ト ロ ニ ク ス の 研 究 を 進 め て い ま す ． 最 近 は ， Co 基 ホ イ ス ラ ー 合 金 の ハ ー フ

メ タ ル 特 性 に 加 え ，ト ポ ロ ジ カ ル な 性 質 に 基 づ く 大 き な 電 磁 応 答 や 熱 電 応 答 に 着

目 し ，強 磁 性 ト ン ネ ル 接 合 や 巨 大 磁 気 抵 抗 効 果 素 子 ，ス ピ ン ト ラ ン ジ ス タ な ど の

次 世 代 機 能 デ バ イ ス の 研 究 を 展 開 し て お り ま す ．昨 今 の 新 型 コ ロ ナ ウ ィ ル ス 感 染

防 止 対 策 に よ り ，研 究 室 の 教 育・研 究 活 動 も 少 な か ら ず 影 響 を 受 け て お り ま す が ，

研 究 室 一 丸 と な っ て ，こ れ ま で 卒 業 生 の 皆 様 が 培 っ て き た 研 究 環 境 や レ ベ ル を 維

持 ，発 展 で き る よ う に 日 々 努 め て お り ま す ．コ ロ ナ 禍 が 収 束 し た 際 に は ，ぜ ひ 研

究 室 に お 立 ち 寄 り く だ さ い ．研 究 室 一 同 ，心 よ り お 待 ち し て お り ま す ．な お ，最

新 の 研 究 室 の 情 報 は ， 下 記 の ホ ー ム ペ ー ジ に て 随 時 公 開 し て お り ま す ．   

研 究 室 ホ ー ム ペ ー ジ  

https://w ww.ist. h okudai.ac .jp/lab o /nanodev/ index.h t ml  

 

 

ナ ノ エ レ ク ト ロ ニ ク ス 研 究 室  

 

2021 年 4 月 よ り ナ ノ エ レ ク ト ロ ニ ク ス 研 究 室（ 旧 固 体 電 子 工 学 講 座 ）は ，20 19

年 度 よ り 特 任 准 教 授 と し て デ ー タ 関 連 人 材 育 成 事 業 関 係 の 教 育 研 究 業 務 に あ た

っ て い た ア グ ス さ ん を 研 究 室 の 准 教 授 と し て 迎 え ，末 岡 教 授 を 筆 頭 に 准 教 授 ２ 名 ，

八 田 助 教 の 4 名 の 教 員 体 制 を と り ，纐 纈（ 旧 姓 巽 ）ゆ か り 技 術 職 員 の 支 援 を 受 け

な が ら 教 育 研 究 体 制 を 強 化 す る こ と と な り ま し た 。平 成 30 年 版 の 同 窓 会 誌 に は ，

研 究 室 の 諸 事 情 に 配 慮 し て ，研 究 室 紹 介 記 事 の 掲 載 を 見 送 り ま し た 。多 く の 卒 業

生 の 方 々 か ら は ，ご 心 配 の ご 連 絡 を 頂 い て お り ま し た が ，こ れ よ り は ご 安 心 い た

https://www.ist.hokudai.ac.jp/labo/processing/
https://www.ist.hokudai.ac.jp/labo/nanodev/index.html


だ い て 応 援 し て い た だ け る 体 制 と し て い き ま す 。 2021 年 3 月 現 在 ，博 士 2 名（ 1

名 社 会 人 ）， 修 士 2 年 生 2 名 ， 修 士 1 年 生 4 名 ， 4 年 生 4 名 ， 3 年 生 4 名 が 在 籍

し ，少 し に ぎ や か な 研 究 室 に な り ま し た が ，コ ロ ナ 禍 の 中 で 対 面 で 一 堂 に 会 す 機

会 は な く ，感 染 防 止 対 策 を し つ つ ， STM/ AFM 関 連 研 究 ， CN T/グ ラ フ ェ ン デ バ イ ス

関 連 研 究 ， 単 分 子 膜 の ダ イ ナ ミ ク ス に 関 す る 研 究 を 工 夫 を し な が ら 進 め ま し た 。

ま た ， 卒 業 生 の 皆 さ ん に 研 究 室 に 寄 っ て い た だ く こ と も 叶 い ま せ ん で し た が ，

2020 年 5 月 初 旬 に は 日 立 の 竹 崎 さ ん ， 松 本 さ ん ら か ら お 声 が け い た だ き ， オ ン

ラ イ ン で の OB 会 が 開 催 さ れ ま し た 。 限 ら れ た OB に し か お 声 が け で き ま せ ん で

し た が ，北 大 か ら は ナ ノ テ ク プ ラ ッ ト フ ォ ー ム 支 援 事 業 の 支 援 を し て い る 細 井 さ

ん ，ア ン ビ シ ャ ス テ ニ ュ ア ト ラ ッ ク 准 教 授 に 採 用 さ れ た 樋 浦 さ ん も 参 加 し ま し た 。

彼 ら が 用 意 し て く れ た ナ ノ エ レ OB の LINE グ ル ー プ で も 連 絡 や 交 流 が で き ま す

の で ，招 待 用 の 情 報 を お 送 り い た し ま す の で ，是 非 ご 連 絡 い た だ け れ ば と 思 い ま

す 。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



光 エ レ ク ト ロ ニ ク ス 研 究 室  

 

当 研 究 室 (旧 電 子 物 理 工 学 講 座 、旧 光 情 報 通 信 工 学 分 野 )は 、富 田 章 久 教 授 、岡

本 淳 准 教 授 、 小 川 和 久 助 教 の 指 導 の 下 、 博 士 課 程 4 名 、 修 士 課 程 1 4 名 、 卒 論 生

4 名 の 学 生 、な ら び に 、技 術 部 の 田 中 麻 衣 さ ん 、技 術 補 助 員 の 金 澤 昌 俊 さ ん と 共

に 、 日 々 、 研 究 を 進 め て い ま す 。 具 体 的 な テ ー マ と し て は 、「 光 の 量 子 性 」 を 活

用 す る 、無 条 件 安 全 な 量 子 暗 号 通 信 、膨 大 な デ ー タ を 処 理 す る 量 子 コ ン ピ ュ ー タ 、

極 限 的 な 感 度 を 実 現 す る 量 子 計 測 な ど の 量 子 情 報 技 術 と 、「 光 の 波 動 性 」 に 着 眼

し た 超 大 容 量 光 通 信 、光 位 相 共 役 や 超 解 像 画 像 処 理 な ど の 光 情 報 処 理 技 術 の 研 究

を 行 っ て い ま す 。研 究 室 の 近 況 は 、以 下 の ホ ー ム ペ ー ジ で 確 認 で き ま す の で 、ぜ

ひ 覗 い て み て く だ さ い 。 htt ps://op t ical -proc essing - a nd-networ king.co m /  

 

令 和 2 年 度 修 士 論 文 発 表 会 後 に 撮 影  

 

 

 

 

 

 

 

https://optical-processing-and-networking.com/


ナ ノ 物 性 工 学 研 究 室  

 

卒 業 生 の 皆 様 、変 動 の 年 を 元 気 に お 過 ご し で し ょ う か ？ 精 密 工 学 科 時 代 は 物 理

工 学 講 座 、電 子 情 報 工 学 専 攻 時 代 は 物 質 情 報 基 礎 工 学 分 野 、情 報 科 学 研 究 科 で は

ナ ノ 物 性 科 学 研 究 室 と な り 、現 在 は ま た「 物 工 」に 戻 り ま し た 。2 019 年 度 一 杯 で

高 橋 教 授 が 定 年 と な り 、 現 在 は 有 田 准 教 授 、 福 地 助 教 の ２ 人 指 導 体 制 で 、 12 名

の 大 学 院 生 、 学 部 生 と と も に 研 究 を 進 め て い ま す 。  

研 究 内 容 は 半 導 体 、酸 化 物 、金 属 か ら な る ナ ノ 構 造 電 子 デ バ イ ス の 電 気 特 性 評 価

へ と シ フ ト し て い ま す が 、以 前 の よ う に 電 子 顕 微 鏡 を 使 っ た 研 究 も 行 っ て い ま す 。

研 究 テ ー マ も 変 化 し て い ま す し 、 構 成 員 も 入 れ 代 わ っ て い ま す が 、「 物 工 」 は い

つ ま で も「 物 工 」で す 。遠 慮 な さ ら ず に い つ で も 気 軽 に お 立 ち 寄 り 下 さ い 。少 し

ず つ で は あ り ま す が 、研 究 室 HP を 更 新 し て い ま す 。 199 7 年 度 以 降 の 研 究 室 の 様

子 、 研 究 内 容 、 修 了 ・ 卒 業 論 文 リ ス ト な ど 、 な つ か し い 情 報 も 掲 載 し て い ま す 。

お 時 間 が あ り ま し た ら 研 究 室 HP へ も お 立 ち よ り 下 さ い 。  

https://w ww.ist. h okudai.ac .jp/lab o /nano -mat /index. h tml  

 

 

先 進 ナ ノ 電 子 材 料 研 究 室 (協 力 講 座 ) (量 子 集 積 エ レ ク ト ロ ニ ク ス 研 究 セ ン タ ー )  

 

研 究 室 の 卒 業 生 の 皆 さ ん 、お 元 気 で 活 躍 の こ と と 思 い ま す 。既 に ご 存 じ か も し

れ ま せ ん が 、 201 9 年 4 月 、 量 子 結 晶 フ ォ ト ニ ク ス 研 究 室 か ら 名 称 を 変 更 し ま し

た 。国 際 共 同 研 究 を 積 極 的 に 推 進 し 、外 国 人 留 学 生 も 受 け 入 れ な が ら 、こ れ ま で

通 り 、 集 積 電 子 デ バ イ ス 研 究 室 や 量 子 知 能 デ バ イ ス 研 究 室 な ど と 研 究 ･教 育 面 で

連 携 し 、 元 気 な 学 生 が 研 究 に 勤 し ん で い ま す 。 橋 詰 先 生 は 特 任 教 授 と し て 2021

年 度 に 定 年 退 職 を 迎 え ま す が 、新 型 コ ロ ナ ウ ィ ル ス に も 負 け ず 、ま だ ま だ プ カ プ

カ や り な が ら 、名 古 屋 大 学 と の ク ロ ス ア ポ イ ン ト に よ る プ ロ ジ ェ ク ト 等 で 活 発 に

研 究 を 推 進 し て い ま す 。 研 究 室 の 近 況 に つ い て は  

https://w ww.rciq e .hokudai. ac.jp/l a bo/qcp/に て 随 時 更 新 し て い ま す の で 、

ご 覧 く だ さ い 。ま た 来 札 の 際 は ぜ ひ お 立 ち 寄 り く だ さ い 。お 待 ち し て い ま す 。（ 原 ） 

 

 

量 子 知 能 デ バ イ ス 研 究 室 (協 力 講 座 )(量 子 集 積 エ レ ク ト ロ ニ ク ス 研 究 セ ン タ ー ) 

 

 平 成 ２ ６ 年 （ 201 4 年 ） に 陽 完 治 教 授 の あ と を 引 き 継 ぎ 、 現 在 研 究 室 に は ス タ

ッ フ と し て 教 授 葛 西 誠 也 と 准 教 授 佐 藤 威 友 の ２ 名 、そ し て 博 士 課 程 ２ 名 、修 士 課

程 ６ 名 、 学 部 生 ３ 名 の 学 生 が 在 籍 し 、 セ ン タ ー で 研 究 活 動 を 行 な っ て お り ま す 。 

 研 究 テ ー マ は 時 代 の 流 れ を 受 け て 少 し ず つ ア ッ プ デ ー ト さ れ 、か つ て の 化 合 物

半 導 体 量 子 ナ ノ デ バ イ ス か ら 、人 工 知 能 や 窒 化 物 半 導 体 に か か わ る デ バ イ ス と プ

https://www.ist.hokudai.ac.jp/labo/nano-mat/index.html
https://www.rciqe.hokudai.ac.jp/labo/qcp/


ロ セ ス に シ フ ト し て い ま す 。 し か し 根 底 に は III- V 族 化 合 物 半 導 体 電 子 デ バ イ

ス の 文 化 が 根 付 い て お り 、そ の 流 儀 が 脈 々 と 受 け 継 が れ て お り ま す 。現 在 知 能 に

か か わ る テ ー マ と し て は 、生 物 粘 菌 の 知 的 能 力 を 電 子 的 に 再 現 す る デ バ イ ス と ロ

ボ ッ ト 制 御 応 用 、雑 音 を 利 用 し て 応 答 を 高 め る 生 物 機 能 を 再 現 す る 確 率 共 鳴 デ バ

イ ス 、ナ ノ サ イ ズ の プ ロ セ ス 揺 ら ぎ を 識 別 子 に 利 用 す る 人 工 物 メ ト リ ク ス と 多 種

多 様 で す 。ま た 、窒 化 物 半 導 体 関 係 で は 電 気 化 学 プ ロ セ ス に よ る 高 精 度 加 工 技 術

を 開 発 し て お り 、光・電 子 デ バ イ ス プ ロ セ ス へ と 応 用 展 開 し て い ま す 。独 自 色 が

強 過 ぎ る テ ー マ 設 定 に 学 生 か ら 困 惑 さ れ る こ と も 少 な く あ り ま せ ん が 、民 間 企 業

や 他 研 究 機 関 と 共 同 研 究 を と お し て 対 外 的 に 役 に 立 て る よ う 努 力 し て お り ま す 。 

 研 究 室 の 情 報 や 連 絡 先 を ht tp://w ww.rciqe. hokudai . ac.jp/lab o/qid /に 掲 載

し て お り ま す 。昨 今 セ ン タ ー の 年 中 行 事 も ま ま な ら ず 話 題 に 乏 し く 寂 し い 状 態 で

す が 、 状 況 が 落 ち 着 き 近 く に お 越 し の 際 に は ぜ ひ お 声 が け く だ さ い 。  

 

 

機 能 通 信 セ ン シ ン グ 研 究 室 (協 力 講 座 ) (量 子 集 積 エ レ ク ト ロ ニ ク ス 研 究 セ ン タ ー )  

 

卒 業 生 の 皆 様 、い か が お 過 ご し で し ょ う か 。量 子 マ ル チ メ デ ィ ア 研 究 室 か ら 機

能 通 信 セ ン シ ン グ 研 究 室 に な っ て か ら 2 年 が 経 ち ま し た 。池 辺 将 之 教 授 、赤 澤 正

道 准 教 授 で 指 導 し て お り ま す 。 学 生 メ ン バ ー と し て は 、 PD の Praso on 君 、 D2 の

Pitchayap atchaya さ ん 、 D1 の 欧 君 、 金 澤 君 、 M2 の 北 脇 君 、澤 口 君 、 朱 さ ん 、永

安 君 、平 田 君 、村 井 君 、M1 の 川 田 君 、古 谷 君 、B4 の 金 森 君 、鎌 田 さ ん 、玉 村 君 、

寺 田 君 、 弓 削 田 君 が 所 属 し て い ま す 。 池 辺 教 授 は 、 セ ン サ と A D 変 換 器 を 一 体 化

し た LSI（ 特 に 近 年 は テ ラ ヘ ル ツ 波 を 受 光 す る イ メ ー ジ セ ン サ ）、 画 像 処 理 ア ル

ゴ リ ズ ム お よ び 回 路 と シ ス テ ム を 研 究 し て い ま す 。提 案 す る テ ラ ヘ ル ツ セ ン サ は 、

１ つ の 画 素 に １ つ の AD 変 換 器 が 一 体 化 し 、 高 速 な 撮 像 を 可 能 と し ま す 。 ま た 、

画 像 処 理 で は 画 素 ご と に 明 る さ を 制 御 し た り 、深 さ 情 報 を 高 速 に 取 得 す る な ど の

知 的 な 処 理 を 実 現 し て い ま す 。 赤 澤 准 教 授 は 、 Si O2 と 窒 化 物 半 導 体 と の 界 面 制

御 、 GaN へ の Mg イ オ ン 注 入 、 金 属 と G aN 界 面 の 制 御 の 研 究 と い っ た 窒 化 物 半 導

体 デ バ イ ス プ ロ セ ス を 研 究 し て い ま す 。情 報 処 理 か ら デ バ イ ス プ ロ セ ス 、回 路 シ

ス テ ム と 幅 広 く 取 り 組 ん で い ま す 。 ホ ー ム ペ ー ジ は UR L:  

http://ww w.rciqe . hokudai.a c.jp/に て ご 覧 に な れ ま す 。  

 

 

 

 

 

 

 

http://www.rciqe.hokudai.ac.jp/labo/qid/
http://www.rciqe.hokudai.ac.jp/labo/qid/


薄 膜 機 能 材 料 研 究 室 （ 協 力 講 座 ）（ 電 子 科 学 研 究 所 ）  

 

卒 業 生 ，修 了 生 の 皆 様 ，い か が お 過 ご し で し ょ う か 。当 研 究 室 の 名 前 は ， 2012

年 度 － 2014 年 度 は 生 命 人 間 情 報 科 学 専 攻 の バ イ オ ナ ノ マ テ リ ア ル ズ 研 究 室 ，

2015 年 度 － 20 18 年 度 は ナ ノ 光 機 能 材 料 研 究 室 で し た が ，2019 年 度 に 学 院 に 改 組

さ れ た こ と に 伴 い ，電 子 科 学 研 究 所 で の 名 前 と 同 じ「 薄 膜 機 能 材 料 研 究 室 」に な

り ま し た 。  

2021 年 度 の 構 成 員 は ， 太 田 教 授 ， 准 教 授 （ 選 考 中 ）， C h o 助 教 ， 博 士 研 究 員 1

名 ，博 士 課 程 6 名 ，修 士 課 程 3 名 ，学 部 生 3 名 の 15 名 で あ り ， 2021 年 9 月 に は

2 名 の 博 士 課 程 学 生 が 巣 立 ち ， 1 名 の 特 別 研 究 学 生 が 新 た に 加 わ る 予 定 で す 。 助

教（ 韓 国 出 身 ，カ ナ ダ 国 籍 ），博 士 研 究 員（ 中 国 ）， 博 士 課 程 全 員 （ 中 国 5，韓 国

1） に 加 え ， 修 士 課 程 2（ 中 国 ）， 学 部 生 1（ 中 国 ） の 学 生 が ， 外 国 人 で す 。 日 本

語 を 流 暢 に 話 す 人 も 多 く ，雰 囲 気 は 一 般 的 な 日 本 の 研 究 室 と あ ま り 変 わ り ま せ ん 。 

現 在 ， 特 に 注 力 し て い る 研 究 テ ー マ は ，「 高 性 能 酸 化 物 熱 電 変 換 材 料 の 開 発 」，

「 深 紫 外 透 明 酸 化 物 半 導 体 デ バ イ ス の 開 発 」，「 遷 移 金 属 酸 化 物 の 電 気 化 学 酸 化 還

元 反 応 を 利 用 し た 記 憶 デ バ イ ス の 開 発 」で す 。最 近 は １ 年 に 数 回 ，論 文 発 表 に 合

わ せ て プ レ ス 発 表 を 行 い ，研 究 成 果 を ア ピ ー ル す る よ う に し て い ま す 。詳 し く は

研 究 室 の ホ ー ム ペ ー ジ や 紹 介 動 画 を 御 覧 く だ さ い 。  

研 究 室 ホ ー ム ペ ー ジ ｜ https ://func t film.es.h okudai. a c.jp/  

紹 介 動 画 ｜ https: / /youtu.be /s_NcjH D 3F7U  

 

https://functfilm.es.hokudai.ac.jp/
https://youtu.be/s_NcjHD3F7U


光 シ ス テ ム 物 理 研 究 室 （ 協 力 講 座 ）（ 電 子 科 学 研 究 所 ）  

 

現 在 の 光 シ ス テ ム 物 理 研 究 室 は 、笹 木 教 授 、田 口 准 教 授 、P in 助 教 、山 田 秘 書 、

お よ び 修 士 課 程 5 名 、 学 部 学 生 7 名 の 合 計 12 名 の 学 生 で 構 成 さ れ て い ま す 。 光

シ ス テ ム 物 理 研 究 室 は 電 子 科 学 研 究 所 に お い て 、日 々 、活 発 に 研 究 活 動 を 行 っ て

い ま す 。研 究 に 没 頭 で き る 環 境 の も と 、プ ラ ズ モ ン や ナ ノ フ ォ ト ニ ク ス 技 術 を 用

い た ナ ノ 物 質 マ ニ ピ ュ レ － シ ョ ン 、微 小 光 共 振 器 構 造 設 計 、光 角 運 動 量 解 析・制

御 、高 空 間 分 解 能 イ メ ー ジ ン グ・光 造 形 な ど の 研 究 テ ー マ に お い て 、個 々 人 が 日 々

充 実 し た 学 究 生 活 を 過 ご し て い ま す 。諸 先 輩 の 方 々 に も 是 非 研 究 室 に お 立 ち 寄 り

頂 き 、昔 を 懐 か し む と と も に 近 況 を お 聞 か せ 下 さ い 。研 究 室 の 雰 囲 気 は 、新 し い

ホ ー ム ペ ー ジ で ご 覧 に な れ ま す の で 、 お 仕 事 の 合 間 に で も ご 覧 く だ さ い 。  

URL: http ://opts y s.es.hoku dai.ac. j p/index.h tml  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

http://optsys.es.hokudai.ac.jp/index.html


ゲ ノ ム 情 報 科 学 研 究 室  

 

今 年 度 は 、 学 部 9 名 、 修 士 課 程 6 名 、 博 士 後 期 課 程 2 名 の 計 17 名 の 学 生 が 在

籍 し て お り ま す 。バ ン グ ラ デ シ ュ か ら の 博 士 後 期 課 程 学 生 、ハ ン ガ リ ー か ら の 博

士 後 期 課 程 学 生 の 計 2 名 の 留 学 生 が 含 ま れ 、 国 際 色 豊 か な 研 究 室 と な っ て お り

ま す 。 学 生 以 外 に は 、 事 務 補 助 員 1 名 、 教 員 2 名 が お り 、 研 究 室 に は 現 在 計 20

名 が 所 属 し て お り ま す 。生 物 の も つ 遺 伝 情 報 の 総 体 で あ る「 ゲ ノ ム 情 報 」の 情 報

処 理・比 較 解 析 を 行 う こ と に よ っ て 様 々 な 生 命 現 象 や 生 物 の 多 様 性 を 解 明 す る こ

と を 目 指 し 、日 夜 、研 究 に 励 ん で お り ま す 。最 近 は シ ン グ ル セ ル 解 析 や 、Na no pore

シ ー ク エ ン サ ー に よ る 一 分 子 シ ー ク エ ン シ ン グ に も 取 り 組 ん で い ま す 。是 非 、コ

ー ス で 制 作 い た し ま し た 研 究 室 紹 介 ホ ー ム ペ ー ジ  

(http://w ww.ist. h okudai.ac .jp/div / bio/intro /genome / )な ど を ご 覧 下 さ い 。

ま た 、研 究 室 へ の 訪 問 も 歓 迎 い た し ま す の で 、近 く に お 越 し の 際 は 是 非 お 立 ち 寄

り 下 さ い 。  

 

写 真 ： モ ン ゴ ル で の サ ン プ ル （ 蝶 ） 採 集 の 様 子  

 

 

 

http://www.ist.hokudai.ac.jp/div/bio/intro/genome/


情 報 生 物 学 研 究 室  

 

 情 報 生 物 学 研 究 室（ 旧 構 造 バ イ オ 情 報 科 学 研 究 室 ）は ，教 員 3 名（ 遠 藤 俊 徳 教

授 ，長 田 直 樹 准 教 授 ，里 村 和 浩 特 任 助 教 ），事 務 補 助 員 1 名（ 平 山 陽 子 ），技 術 補

助 員 1 名（ 渡 部 大 ），学 部 1 0 名 ，修 士 8 名 ，博 士 2 名（ 留 学 生 1 名 ）の 計 2 5 名

が 所 属 し て い ま す ．機 械 学 習 応 用 に よ る 酵 素 機 能 推 定 ，標 的 外 薬 効 探 索 ，全 ゲ ノ

ム 比 較 解 析 ，集 団 構 造 解 析 ，ゲ ノ ム 進 化 ，日 本 へ の ヒ ト の 移 住 過 程 ，ヒ ョ ウ タ ン

の 伝 播 経 路 な ど 文 化 的 側 面 を も っ た 研 究 も 増 え て き ま し た ．令 和 ２ 年 度 卒 業 論 文

発 表 会 で は 有 村 親 之 介 君 が「 u O R F 配 列 の 翻 訳 調 節 メ カ ニ ズ ム の 解 明 」の 研 究 で

生 体 情 報 工 学 学 生 研 究 賞 を 授 賞 し ま し た ． R 2 年 度 は 授 業 や 学 会 等 が 密 を 避 け る

た め に ほ と ん ど 全 て オ ン ラ イ ン で 行 わ れ ，恒 例 の 夏 合 宿 や 年 数 回 の 定 例 懇 親 会 は

コ ロ ナ 禍 の た め 実 施 で き ず ，ゼ ミ も オ ン ラ イ ン で 行 う の み と な り ま し た ． 2 月 に

一 度 ， 博 士 後 期 課 程 学 生 の 藤 原 一 道 君 の 提 案 で ， 研 究 室 の オ ン ラ イ ン 飲 み 会 を

R e m o . c o で 実 施 し ま し た ． 自 由 に 移 動 で き る 定 員 6 名 の 仮 想 テ ー ブ ル に 分 か れ

て い て ，対 面 の 雰 囲 気 を 楽 し む こ と が 出 来 ま し た ．研 究 室 の 近 況 は と き ど き フ ェ

イ ス ブ ッ ク に も 掲 載 し て い ま す ( h t t p s : / / w w w. f a c e b o o k . c o m / i b i o . l a b /  )．  

 

 

細 胞 生 物 工 学 研 究 室  

 

細 胞 生 物 工 学 研 究 室（ 旧 細 胞 情 報 工 学 研 究 室 ）は 現 在 、岡 嶋 孝 治 教 授 、繁 富（ 栗

林 ）香 織  新 渡 戸 ス ク ー ル 准 教 授 、技 術 補 助 員 3 名 、補 助 事 務 員 1 名 、修 士 8 名 、

学 部 生 9 名 が 在 籍 し て い ま す 。近 年 の 学 生 の 動 向 と し て 、昨 年 度 は 4 名 の 学 生 が

修 士 課 程 へ 進 学 し 、藤 井 さ ん が 学 位（ 博 士 ）を 取 得 さ れ ま し た 。研 究 内 容 は 、疾

患 細 胞 や 形 態 形 成 、胚 発 生 の メ カ ニ ズ ム の 解 明 を 目 指 し た 、走 査 プ ロ ー ブ 顕 微 鏡

技 術 と 光 学 顕 微 鏡 観 察 を 用 い た １ 細 胞・多 細 胞 の 力 学 計 測 に 関 わ る 研 究 を 行 っ て

い ま す 。共 同 研 究 も 変 わ ら ず 幅 広 く 行 っ て い ま す 。当 研 究 室 の 近 況 や 研 究 成 果 は

ホ ー ム ペ ー ジ に て https://w ww.ist. h okudai.ac .jp/lab o /cell/  公 開 し て お り

ま す の で 、ご 覧 い た だ け ま し た ら 幸 い で す 。お 近 く へ お 越 し の 際 は ぜ ひ お 立 ち 寄

り く だ さ い 。  

 

 

磁 気 共 鳴 工 学 研 究 室  

 

2020 年 度 末 現 在 の ス タ ッ フ は 平 田 教 授 、 松 元 准 教 授 、 西 村 助 教 、 秘 書 の 藤 村

さ ん 、技 術 補 助 員 の 武 藤 さ ん 、瀧 さ ん の 計 6 名 、学 生 は 4 年 生 か ら ド ク タ ー ま で

計 14 人 で す 。2 020 年 度 は コ ロ ナ の 影 響 で 宴 会 が 出 来 な く な っ た だ け で な く 、研

究 活 動 に も 大 き な 支 障 が 出 ま し た 。春 先 は ３ ヶ 月 間 、学 生 は 研 究 室 に 来 れ な く な

https://www.facebook.com/ibio.lab/
https://www.ist.hokudai.ac.jp/labo/cell/


り 、学 会 も 軒 並 み 中 止 に な り 、日 々 の 研 究 打 ち 合 わ せ も ま ま な ら な い 中 、し か し

皆 さ ん の 後 輩 は そ ん な こ と で 歩 み を 止 め た り は し ま せ ん で し た 。こ の 原 稿 を 書 い

て い る 今 ( 2021 年 2 月 頭 )、 B4・ M2 は 論 文 の 総 仕 上 げ と 発 表 練 習 に 毎 日 遅 く ま で

が ん ば っ て い ま す 。日 々 変 わ っ て い く 世 の 中 、何 が 正 し い の か の 価 値 基 準 も 変 化

し て い き ま す が 、磁 気 共 鳴 の 卒 業 生 と い う 誇 り だ け は 忘 れ ず に が ん ば っ て く だ さ

い 。 我 々 "中 の 人 "も 常 に 前 を 向 い て 進 ん で い き ま す 。  

研 究 室 の HP は 以 下 の 通 り で す 。  

https://w ww.ist. h okudai.ac .jp/lab o /mre/inde x -j.htm l  

https://w ww.ist. h okudai.ac .jp/div / bio/intro /biophy s ical/  

 

 

神 経 制 御 工 学 研 究 室  

 

研 究 室 が 発 足 し て 今 年 で 10 年 目 と な り 、 研 究 室 の 卒 業 生 は 50 名 を 超 え ま し

た 。 ま た 、 2014 年 4 月 に 研 究 室 名 を 神 経 制 御 工 学 研 究 室 に 改 変 致 し ま し た 。 現

在 、 教 員 2 名 (舘 野 高 教 授 と 西 川 淳 准 教 授 )、 事 務 補 助 員 1 名 、 学 部 4 年 生 4 人 、

修 士 学 生 6 人 が 研 究 室 に 所 属 し て い ま す 。小 さ な 研 究 室 で す が 、脳 刺 激 法 と 聴 覚

中 枢 神 経 系 を キ ー ワ ー ド に 、神 経 科 学 お よ び 神 経 工 学 の 研 究 を 行 っ て い ま す 。研

究 室 に 所 属 の 学 生 達 も 活 発 に 研 究 活 動 を 行 っ て お り 、 過 去 ５ 年 間 で 学 会 発 表 (49

件 )，投 稿 論 文 の 出 版（ 17 件 ）、学 内 外 で の 受 賞（ 8 件 ）と い っ た 成 果 も 出 て い ま

す 。 今 春 （ 2020 年 3 月 ） 修 士 課 程 を 修 了 し た 学 生 は マ イ ク ロ 磁 気 刺 激 の 研 究 で

日 本 神 経 回 路 学 会 優 秀 研 究 賞 を 受 賞 し ま し た 。同 様 に 今 春 修 士 課 程 を 修 了 し た 別

の 学 生 は 、超 音 波 に よ る 脳 刺 激 の 研 究 成 果 で 本 コ ー ス の 三 上 奨 学 賞 を 受 賞 し ま し

た 。現 在 修 士 1 年 の 学 生 は 、老 化 促 進 モ デ ル マ ウ ス に お け る 時 間 処 理 能 力 を 行 動

学 的 に 評 価 し た 研 究 に よ り 、 老 化 促 進 モ デ ル マ ウ ス (SA M)学 会 学 術 大 会 大 会 長 奨

励 賞 を 受 賞 し ま し た 。 今 後 も こ う し た 研 究 を さ ら に 発 展 さ せ 、 今 後 1 0 年 を 目 処

に 、難 聴 や 耳 鳴 り な ど の 聴 疾 患 に 対 し て 、新 し い プ ロ ト タ イ プ と な る 治 療 装 置 を

開 発 し た い と 考 え て い ま す 。本 研 究 室 の ホ ー ム ペ ー ジ も あ り ま す の で 、ご 興 味 の

あ る 方 は 是 非 ご 覧 下 さ い 。  

(https:// tt-lab. i st.hokud a i.ac.jp / index.htm l )  

 

 

 

 

 

 

 

 

https://www.ist.hokudai.ac.jp/labo/mre/index-j.html
https://www.ist.hokudai.ac.jp/div/bio/intro/biophysical/
https://tt-lab.ist.hokudai.ac.jp/index.html


人 間 情 報 工 学 研 究 室  

 

 現 在 の 人 間 情 報 工 学 研 究 室 は ， 橋 本 守 教 授 ， 工 藤 信 樹 准 教 授 ， 加 藤 祐 次 助 教 ，

元 村 史 枝 秘 書 と ，博 士 後 期 課 程 3 名 ，修 士 課 程 6 名 ，学 部 5 名 の 学 生 ，合 わ せ て

18 名 で 構 成 さ れ て い ま す 。 ソ ノ ポ レ ー シ ョ ン に よ る 生 体 内 治 療 や ， 光 散 乱 を 用

い た 非 侵 襲 脂 質 計 測 に 加 え ， 非 線 形 ラ マ ン 散 乱 を 用 い た 無 標 識 内 視 鏡 の 開 発 や ，

深 層 学 習 に よ る 内 視 鏡 画 像 取 得 の 高 速 化 な ど の 研 究 に 取 り 組 ん で い ま す 。学 生 の

研 究 発 表 に 対 し て ， 平 成 30 年 度 は 4 件 ， 令 和 元 年 度 は 5 件 ， 令 和 ２ 年 度 は 8 件

の 受 賞 を 受 け ま し た 。コ ロ ナ 禍 で あ る た め ，一 同 が 集 ま っ て の セ ミ ナ ー や 親 睦 イ

ベ ン ト は で き ま せ ん が ，日 夜 活 発 に 研 究 活 動 を 行 っ て い ま す 。研 究 室 の 近 況 は 随

時 ホ ー ム ペ ー ジ に も 紹 介 し て い ま す の で ，お 仕 事 の 合 間 に で も 是 非 ご 覧 く だ さ い

（ https:/ /www.is t .hokudai. ac.jp/l a bo/bmsys/）．ま た ，札 幌 に お 越 し の 際 に は

是 非 遠 慮 な く お 立 ち 寄 り く だ さ い 。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

https://www.ist.hokudai.ac.jp/labo/bmsys/


グ リ ー ン フ ォ ト ニ ク ス 研 究 分 野  

 

 グ リ ー ン フ ォ ト ニ ク ス 研 究 分 野 （ 旧 バ イ オ ナ ノ フ ォ ト ニ ク ス 研 究 室 ） は 現 在 ，

三 澤 弘 明 特 任 教 授 ， 押 切 友 也 特 任 准 教 授 ， Z U  S h u a i 特 任 助 教 の 他 ， 客 員 研 究 員

１ 名 ，学 術 研 究 員 １ 名 ，博 士 課 程 学 生 7 名 ，修 士 課 程 学 生 4 名 ，学 部 生 ４ 名 で 構

成 さ れ て い ま す 。昨 年 度 に 修 士 課 程 を 卒 業 し た 学 生 は ，富 士 電 機 株 式 会 社 等 に 就

職 し ま し た 。当 研 究 室 で は ，マ イ ク ロ メ ー ト ル ，ナ ノ メ ー ト ル オ ー ダ ー の 微 小 領

域 に お け る 光 と 物 質 の 相 互 作 用 を 明 ら か に し ，そ の 原 理 に 基 づ い て 新 し い フ ォ ト

ニ ッ ク デ バ イ ス を 創 出 す る こ と を 目 的 と し て い ま す 。特 に ，金 属 ナ ノ 構 造 が 示 す

局 在 表 面 プ ラ ズ モ ン 共 鳴 に 基 づ く 光 ア ン テ ナ 効 果 を 利 用 し て 人 工 光 合 成 な ど の

光 エ ネ ル ギ ー 変 換 に 関 す る 研 究 を 推 進 し て い ま す 。  

 今 後 も よ り 一 層 活 発 に 活 動 し て 研 究 成 果 を 発 信 し て い き た い と 思 っ て お り ま

す の で ， ご 支 援 ， ご 指 導 の 程 何 卒 よ ろ し く お 願 い 申 し 上 げ ま す 。 U R L :  

h t t p : / / m i s a w a . e s . h o k u d a i . a c . j p /  

 

 

言 語 メ デ ィ ア 学 研 究 室  

 

 当 研 究 室 は ， 荒 木 教 授 ， 伊 藤 准 教 授 ， Rzepka 助 教 と い う 3 名 の 教 職 員 の 下 で

Ｄ Ｃ ３ 名 ， Ｍ Ｃ １ ４ 名 ， 卒 論 生 ４ 名 の 合 計 ２ １ 名 と い う 大 所 帯 で 日 夜 研 究 に 励

ん で い ま す ． ま た ， 当 研 究 室 の 困 難 な 課 題 に も 果 敢 に 挑 戦 す る と い う モ ッ ト ー

は 相 変 わ ら ず 健 在 で ユ ー モ ア の 自 動 生 成 ・ 認 識 ， ナ ラ テ ィ ブ ア プ ロ ー チ を 用 い

た 精 神 病 治 療 シ ス テ ム ， ヒ ュ ー マ ノ イ ド ロ ボ ッ ト を 用 い た 講 義 代 行 シ ス テ ム ，

対 話 中 の 感 情 の 自 動 認 識 ・ 生 成 ， 発 話 タ イ ミ ン グ ， Ｗ Ｗ Ｗ 上 の 資 源 を 用 い た 常

識 ・ 感 情 情 報 の 自 動 抽 出 ， 倫 理 観 の 自 動 獲 得 な ど 当 研 究 室 の 最 終 的 な 目 的 で あ

る 人 間 と 同 等 の 言 語 能 力 を 持 つ シ ス テ ム の 実 現 を 目 指 し て 実 に 様 々 な 言 語 に 関

す る 研 究 が 行 わ れ て お り ま す ． ま た ， コ ロ ナ 禍 に も 関 わ ら ず 就 職 の 方 も 相 変 わ

ら ず 順 調 で す ． 教 職 員 の う ち １ 名 は 外 国 人 教 員 ， 学 生 の う ち Ｄ Ｃ ２ 名 ， M C４ 名

の 計 ６ 名 が 留 学 生 で ， ２ １ 名 の 構 成 員 の う ち ６ 名 が 外 国 人 と い う 国 際 色 豊 か な

研 究 室 で す ． 言 語 を 研 究 対 象 と し て い る 研 究 室 ら し く 日 常 的 に 様 々 な 言 葉 が 飛

び 交 っ て お り ま す ． 研 究 発 表 は 相 変 わ ら ず 活 発 で 国 内 外 の 学 会 へ の 論 文 投 稿 は

も ち ろ ん 国 際 会 議 で の 研 究 発 表 も 多 く ， 難 関 と 言 わ れ る ト ッ プ レ ベ ル の 国 際 会

議 に も 論 文 が 採 択 さ れ て い ま す ． Ｏ Ｂ ， Ｏ Ｇ の 皆 様 ， 機 会 が あ り ま し た ら 是 非

研 究 室 に ご 来 訪 く だ さ い ． 研 究 室 一 同 ， 首 を 長 く し て お 待 ち し て お り ま す ． な

お ， 研 究 室 の 現 況 は 下 記 の ホ ー ム ペ ー ジ に 随 時 掲 載 し て お り ま す の で ， こ ち ら

の 方 も ご 覧 下 さ い ．  

http://ar akilab. m edia.eng. hokudai . ac.jp/  

 

http://misawa.es.hokudai.ac.jp/
http://arakilab.media.eng.hokudai.ac.jp/


メ デ ィ ア 創 生 学 研 究 室  

 

卒 業 生 の 皆 様 に お か れ ま し て は 、ま す ま す ご 清 栄 の こ と と お 慶 び 申 し 上 げ ま す 。 

メ デ ィ ア 創 生 学 研 究 室 の 現 在 の メ ン バ ー は 教 授  坂 本 雄 児 、 助 教  姜 錫 、 博 士 ６

名 、修 士 １ ０ 名 、学 部 ４ 年 生 ５ 名（ 202 1 年 3 月 時 点 ）で す 。研 究 の 中 心 は 、イ ン

タ ー ネ ッ ト に お け る 新 た な コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン メ デ ィ ア の 創 生 で 、バ ー チ ャ ル リ

ア リ テ ィ や ホ ロ グ ラ フ ィ を 用 い た 臨 場 感 を 持 っ た サ イ バ ー 空 間 や 、イ ン タ ー ネ ッ

ト に お け る デ ジ タ ル 著 作 権 保 護 、コ ン ピ ュ ー タ グ ラ フ ィ ッ ク ス の 応 用 等 、多 岐 に

渡 っ て 研 究 を 行 っ て お り ま す 。特 に 、バ ー チ ャ ル リ ア リ テ ィ 空 間 の 構 築 方 法・応

用 （ 図 は VR で の デ ー タ 管 理 手 法 の 研 究 ） や 、 ホ ロ グ ラ フ ィ ッ ク 頭 部 装 着 型 デ ィ

ス プ レ イ （ ホ ロ Ｈ Ｍ Ｄ ） の 開 発 で 成 果 を 上 げ て お り ま す 。  

ま た 、 研 究 室 で は 修 士 を 修 了 す る ま で に 多 く の 学 生 が 国 際 会 議 で の 発 表 を 体 験

し 、発 表 賞 を 受 賞 す る な ど 、良 い 経 験 を 積 ん で お り ま す 。昨 年 度 の 卒 業 生 も 、皆

様 の ご 協 力 で 無 事 に 社 会 に 出 る こ と が で き 、様 々 な 分 野 へ 就 職 し て お り ま す 。OB、

OG の 皆 様 、機 会 が あ り ま し た ら ぜ ひ 研 究 室 に お 立 ち 寄 り 下 さ い 。研 究 室 の 今 は 、

以 下 の We b サ イ ト に 載 せ て あ り ま す の で 、 ご 覧 い た だ け れ ば 幸 い で す （ ま た は 、

「 メ デ ィ ア 創 生 」 で ご 検 索 く だ さ い 。  

h t t p s : / / w w w. i s t . h o k u d a i . a c . j p / l a b o / m c m - l a b /  

 

 

 

 

 

https://www.ist.hokudai.ac.jp/labo/mcm-lab/


メ デ ィ ア ダ イ ナ ミ ク ス 研 究 室  

 

 メ デ ィ ア ダ イ ナ ミ ク ス 研 究 室 は ，長 谷 山 教 授 ，小 川 准 教 授 ，補 佐 員 2 名 ，補 助

員 1 名 の ス タ ッ フ と DC8 名 ，MC12 名 ，BC9 名 ，研 究 生 4 名 の 学 生 ，計 38 名 が 日 々

精 力 的 に 研 究 に 取 り 組 ん で い ま す ． 現 在 ， A I・ Io T・ ビ ッ グ デ ー タ 解 析 に 基 づ く

マ ル チ メ デ ィ ア 処 理 技 術 の 実 社 会 応 用 に つ い て 活 発 に 研 究 を 進 め ，国 際 的 に 著 名

な 会 議 や 論 文 誌 で の 発 表 を 積 極 的 に 行 っ て い ま す ． 202 0 年 に は ， 画 像 処 理 に 関

す る 世 界 最 高 峰 の 国 際 会 議 IEEE I CIP 2020 に て ，当 研 究 室 が 発 表 件 数 で 世 界 1 位

と な り ま し た ．現 在 ，研 究 室 で は 異 分 野 連 携 を 活 発 に 行 っ て お り ，医 用 画 像 ，脳

活 動 デ ー タ ，地 球・惑 星 画 像 ，社 会 イ ン フ ラ デ ー タ ，ス ポ ー ツ 映 像 ， SNS・ Web 解

析 を 中 心 と す る 研 究 を 進 め て い ま す ．さ ら に ，こ れ ら の 研 究 成 果 を 基 に し て ，様 々

な 産 学 連 携 の 共 同 研 究 を 行 っ て い ま す ．こ の よ う な 活 発 な 研 究 活 動 に よ り ，長 谷

山 教 授 は 映 像 情 報 メ デ ィ ア 学 会  副 会 長 ・ 英 語 論 文 誌 の 初 代 編 集 長 ， 及 び 電 子 情

報 通 信 学 会 調 査 理 事 等 を 歴 任 し ，本 学 で は 現 在 ，副 学 長 ，大 学 院 情 報 科 学 研 究 院  

研 究 院 長 ， 数 理 ・ デ ー タ サ イ エ ン ス 教 育 研 究 セ ン タ ー  セ ン タ ー 長 ， 総 合 IR 室  

室 長 を 務 め て い ま す ． ま た ， 小 川 准 教 授 は ， I EEE  C E So ciety の フ ラ グ シ ッ プ 国

際 会 議 IEEE GCC E20 19 で Conference C hair を 務 め て い ま す ． 加 え て ， 研 究 室 の

メ ン バ ー も た く さ ん の 成 果 を 挙 げ て お り ま す の で ， 是 非 ， 研 究 室 HP よ り 詳 細 を

ご 覧 く だ さ い ．今 後 も 当 研 究 室 で は ，未 来 の 科 学 技 術 の 発 展 に 貢 献 し て い き た い

と 考 え て お り ま す ．  

http://ww w -lmd.i s t.hokudai .ac.jp/  

 

札 幌 駅 前 通 地 下 歩 行 空 間 に お け る 次 世 代 マ ル チ メ デ ィ ア 人 工 知 能 シ ス テ ム の 実 証

実 験 の 様 子  

http://www-lmd.ist.hokudai.ac.jp/


情 報 メ デ ィ ア 環 境 学 研 究 室  

 

卒 業 生 ，修 了 生 の 皆 様 ま す ま す ご 活 躍 の こ と と 思 い ま す 。本 研 究 室（ 旧 超 集 積

計 算 シ ス テ ム 工 学 分 野 ）は ，皆 様 ご 存 知 の 時 代 か ら 相 変 わ ら ず い つ も の ゆ っ た り

と し た 調 子 で は あ り ま す が ， い っ そ う の 発 展 を 目 指 し て 研 究 に 励 ん で お り ま す 。

研 究 室 メ ン バ ー は 様 変 わ り し ま し た 。ま ず ，山 本 強 先 生 が ご 退 任 さ れ ，土 橋 先 生

が 教 授 に 昇 進 し ま し た 。 そ の た め ， ス タ ッ フ は 青 木 助 教 と の 2 名 体 制 で す ． た

だ ， 山 本 強 先 生 は ， IT プ ロ ト タ イ プ ラ ボ を 新 し く 立 ち 上 げ て お ら れ ， 当 研 究 室

と は 連 携 し て 研 究 を 進 め て お り ま す ． 学 生 は ， 博 士 課 程 は 4 名 ， 修 士 課 程 9 名 ，

学 部 4 年 目 が 4 名 ， 秘 書 １ 名 の 総 勢 2 0 名 で す 。 最 近 の 研 究 ト ピ ッ ク と し て は ，

コ ン ピ ュ ー タ グ ラ フ ィ ッ ク ス ，バ ー チ ャ ル リ ア リ テ ィ ，デ ジ タ ル フ ァ ブ リ ケ ー シ

ョ ン ，マ ル チ メ デ ィ ア ，音 声 認 識 ，音 声 合 成 ，音 響 処 理 な ど メ デ ィ ア 処 理 に 関 連

し た プ ロ ジ ェ ク ト が 進 ん で お り ま す 。深 層 学 習 を 活 用 し た 研 究 も 増 え て き て お り

ま す 。国 際 交 流 も 活 発 に な っ て お り ，特 に 中 国 や タ イ ，米 国 ，英 国 と の 研 究 者 交

流 も 進 ん で お り ま す 。研 究 室 は 情 報 科 学 研 究 院 棟 の 6 階 で す の で ，来 札 の 際 は ぜ

ひ 気 軽 に お 立 ち 寄 り く だ さ い 。コ ロ ナ 禍 の 中 ，セ ミ ナ ー は オ ン ラ イ ン が 中 心 と な

っ て お り ま す が ，来 学 し た 学 生 が で き る だ け 過 ご し や す い よ う 学 生 室 の 様 子 も 一

新 し て お り ま す 。当 研 究 室 で 得 ら れ た 研 究 成 果 や 近 況 に つ い て は ，研 究 室 ホ ー ム

ペ ー ジ (ht tp://im e .ist.hoku dai.ac. j p ) に て 公 開 し て お り ま す 。ぜ ひ ご 覧 い た

だ け れ ば と 思 い ま す 。  

 

 

情 報 通 信 ネ ッ ト ワ ー ク 研 究 室  

 

研 究・教 育 な ら び に 部 局・研 究 室 運 営 に 長 年 ご 尽 力 頂 き ま し た 宮 永 喜 一 先 生 (名

誉 教 授 )は ，令 和 元 年 4 月 に 千 歳 科 学 技 術 大 学 に 異 動 さ れ ま し た (理 事・副 学 長・

研 究 科 長 )． 同 時 に ， 大 鐘 武 雄 教 授 が イ ン テ リ ジ ェ ン ト 情 報 通 信 研 究 室 か ら 本 研

究 室 に 着 任 さ れ ， 大 鐘 教 授 ，筒 井 弘 准 教 授 ， Matteo C on vertino 准 教 授 の 指 導 の

も と ，博 士 課 程 4 名 (う ち 社 会 人 博 士 1 名 )，修 士 課 程 9 名 ，学 部 8 名 と い う 構 成

で 研 究 活 動 を 推 進 し て い ま す (令 和 2 年 3 月 現 在 )．  

研 究 テ ー マ に 関 し て は ，無 線 通 信 シ ス テ ム ，フ レ ー ズ 音 声 認 識 シ ス テ ム ，高 品

位 画 像 処 理 シ ス テ ム ，こ れ ら 無 線・音 声・画 像 シ ス テ ム に 関 す る 研 究 を コ ア と し

て ，マ ル チ メ デ ィ ア 無 線 情 報 通 信 の 融 合 に 関 す る 研 究 開 発 を 推 進 し て い ま す ．ま

た ，集 積 回 路 設 計 を 含 む シ ス テ ム レ ベ ル 設 計 を ア ル ゴ リ ズ ム 開 発 と 相 補 的 に 推 進

し ，ハ ー ド ウ ェ ア・ソ フ ト ウ ェ ア を 含 ん だ 各 種 ア プ リ ケ ー シ ョ ン の シ ス テ ム 実 装

に つ い て ， よ り 実 践 的 に 研 究 開 発 し て い ま す ．  

新 型 コ ロ ナ ウ イ ル ス 感 染 症 の 影 響 に よ り ，現 在 オ ン ラ イ ン 中 心 の 研 究・教 育 活

動 を 進 め て お り ま す ．出 張・帰 省 等 移 動 が 困 難 な 状 況 が 続 い て お り ま す が ，お 近

http://ime.ist.hokudai.ac.jp/


く に お 越 し の 際 に は 是 非 お 気 軽 に 研 究 室 に お 立 ち 寄 り く だ さ い ．新 型 コ ロ ナ ウ イ

ル ス 感 染 症 の 終 息 を 願 う と と も に ， O B・ OG の 皆 様 の ご 健 康 と ご 多 幸 を お 祈 り 申

し 上 げ ま す ．  

https://c sw. ist. h okudai.ac .jp/  

 

 

ワ イ ヤ レ ス 情 報 通 信 研 究 室   

 

電 波 伝 送 工 学 講 座 な ら び に 情 報 伝 送 工 学 分 野 の 卒 業 生・修 了 生 の 皆 様 ，い か が

お 過 ご し で し ょ う か 。 本 研 究 室 は 平 成 16 年 4 月 か ら ワ イ ヤ レ ス 情 報 通 信 研 究 室

と な り ま し た 。 平 成 27 年 3 月 に 野 島 俊 雄 特 任 教 授 (名 誉 教 授 )が ご 退 職 さ れ ， 現

在 ，山 本 学 准 教 授 ，日 景 隆 助 教 の ス タ ッ フ と 博 士 課 程 2 名 ，修 士 課 程 9 名 ，学 部

学 生 7 名 ， 計 20 名 が 日 夜 研 究 に 励 ん で お り ま す 。  

現 在 の 研 究 テ ー マ は ，電 波 (マ イ ク ロ 波 ，ミ リ 波 ，テ ラ ヘ ル ツ 波 )を 環 境 や 人 と

調 和 し て 利 用 す る た め の 新 技 術 で あ り ，様 々 な 電 波 利 用 シ ス テ ム の た め の ア ン テ

ナ や 基 本 回 路 構 成 ， 無 線 電 力 伝 送 ， 電 磁 界 シ ミ ュ レ ー シ ョ ン ， 大 規 模 電 波 伝 播 ，

さ ら に ， 電 波 の 生 体 安 全 性 ， 医 療 機 器 EMI， 電 波 の 医 療 応 用 等 に つ い て ， 研 究 ・

開 発 を 行 っ て い ま す 。  

研 究 室 で は ，理 論 と 実 験 の 研 究 手 法 ，共 に 実 力 を 持 っ た 学 生 を 育 成 す る よ う に

努 め て お り ，卒 業 生 は ，電 気 メ ー カ ，電 力 会 社 ，自 動 車 メ ー カ ，放 送 局 ， IT 関 連

企 業 や 研 究 機 関 等 に 毎 年 順 調 に 就 職 し 今 後 の 活 躍 が 期 待 さ れ ま す 。  

研 究 室 の ホ ー ム ペ ー ジ は ，学 会 参 加 や イ ベ ン ト ，受 賞 の た び に 更 新 し て お り ま

す の で 是 非 ご 覧 く だ さ い 。  

http://wt emc.ist . hokudai.a c.jp  

 

 

https://csw.ist.hokudai.ac.jp/
http://wtemc.ist.hokudai.ac.jp/


情 報 通 信 フ ォ ト ニ ク ス 研 究 室  

 

卒 業 生 ，修 了 生 の 皆 様 ，い か が お 過 ご し で し ょ う か 。本 研 究 室 で は ，齊 藤 晋 聖

教 授 ， 藤 澤  剛 准 教 授 の ご 指 導 の も と ， 博 士 後 期 課 程 3 年 生 の 澤 田 祐 甫 さ ん （ 日

本 学 術 振 興 会 特 別 研 究 員 ）， 王  一 州 さ ん ， 博 士 後 期 課 程 1 年 生 の 中 村 航 大 さ ん ，

王  唅 さ ん ，趙  哲 宇 さ ん ，修 士 課 程 2 年 生 の 朝 間 友 一 さ ん ，本 間 和 志 さ ん ，修 士

課 程 1 年 生 の 坂 本 夏 翠 さ ん ，西 島  遼 さ ん ，村 椿 太 一 さ ん ，吉 田 康 人 さ ん ，Oc ampo  

Gustavo さ ん ，学 部 4 年 生 の 内 田 啓 太 さ ん ，落 合 真 栄 さ ん ，塚 本 光 基 さ ん ，前 田

健 悟 さ ん の 計 18 名 が 日 々 研 究 に 励 ん で お り ， 着 々 と 成 果 を 挙 げ て い ま す 。  

修 士 課 程 を 修 了 さ れ た 菅 原 直 人 さ ん は 東 日 本 電 信 電 話 株 式 会 社 ，西 村 健 汰 さ ん

は NTT コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン ズ 株 式 会 社 ， 安 井 裕 貴 さ ん は NTT コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ

ン ズ 株 式 会 社 に ，そ れ ぞ れ 就 職 さ れ ま し た 。皆 様 の ま す ま す の ご 活 躍 が 期 待 さ れ

て い ま す 。  

 お 近 く に お 越 し の 際 に は ，是 非 研 究 室 に お 立 ち 寄 り く だ さ い 。本 研 究 室 の 近 況

ニ ュ ー ス や 受 賞・研 究 業 績 等 の 情 報 に つ い て は ，下 記 URL の 研 究 室 ホ ー ム ペ ー ジ

を ご 覧 く だ さ い 。  

http://ic p.ist.h o kudai.ac. jp/  

 

 

イ ン テ リ ジ ェ ン ト 情 報 通 信 研 究 室  

 

 当 研 究 室 の 卒 業 生 、修 了 生 の 皆 様 、い か が お 過 ご し で し ょ う か 。小 川 恭 孝 名 誉

教 授 、 西 村 寿 彦 准 教 授 、 佐 藤 孝 憲 准 教 授 の も と 、 現 在 は DC 2名 、 MC 10名 、 BC 4

名 が 日 々 研 究 に 励 ん で お り ま す 。大 鐘 武 雄 教 授 は 2020年 度 か ら 情 報 通 信 ネ ッ ト ワ

ー ク 研 究 室 に 異 動 と な り ま し た が 、現 在 も 学 生 の 指 導 に 参 加 し て い た だ い て い ま

す 。  

 我 々 は 、生 活 の 一 部 と し て 欠 か せ な い 携 帯 電 話 を は じ め と す る 、無 線 通 信 シ ス

テ ム に 関 す る 研 究 を 行 っ て お り ま す 。 最 近 で は 、 MIMOを 拡 張 し た マ ル チ ユ ー ザ

MIMOや 大 規 模 MIMO等 に よ り 、高 品 質・高 速 伝 送 を 実 現 す る 研 究 を は じ め 、圧 縮 セ

ン シ ン グ に よ る 伝 搬 路 推 定 、機 械 学 習 に よ る 到 来 方 向 推 定 、ア ン テ ナ 選 択 、確 率・

統 計 的 手 法 に よ る 信 号 検 出 等 の 研 究 を 行 っ て お り ま す 。ま た 、202 0年 度 に 着 任 さ

れ た 佐 藤 准 教 授 と と も に 、今 後 は 無 線 と 光 の 融 合 を 目 指 し た 新 た な テ ー マ も 加 わ

っ て い く こ と で し ょ う 。  

 札 幌 に お 越 し の 際 に は 、 是 非 当 研 究 室 に お 立 ち 寄 り 下 さ い 。 下 記 URLよ り 当 研

究 室 の W ebペ ー ジ を 閲 覧 頂 け ま す 。 受 賞 や 研 究 業 績 他 研 究 室 に 関 す る 情 報 を 随 時

掲 載 し て お り ま す の で 、 是 非 ご 覧 く だ さ い 。  

https://w ww.ist. h okudai.ac .jp/lab o /w -icl/in dex.htm l  

 

http://icp.ist.hokudai.ac.jp/
https://www.ist.hokudai.ac.jp/labo/w-icl/index.html


 

シ ス テ ム 制 御 理 論 研 究 室  

 

 OG/OB の 皆 様 、い か が お す ご し で し ょ う か 。シ ス テ ム 制 御 理 論 研 究 室 は 、よ り

研 究 内 容 の 明 確 化 を 目 指 し 、旧 名 の シ ス テ ム 基 礎 論 研 究 室 か ら 名 称 を 変 更 し ま し

た 。現 在 は 、山 下 裕 教 授 、小 林 孝 一 准 教 授 の ス タ ッ フ ２ 名 に 加 え 、事 務 補 佐 員 の

齊 藤 さ ん 、博 士 課 程 学 生 １ 名 、修 士 課 程 学 生 8 名 、学 部 学 生 ４ 名 で 運 営 し て お り

ま す 。研 究 に つ い て は 、従 来 か ら 続 け て き ま し た 、最 先 端 科 学 技 術 の 本 質 で あ る

「 非 線 形 性 」を 積 極 的 に 扱 い 、ま た 、そ れ ら を 生 か す こ と で 初 め て 可 能 に な る 新

し い 制 御 理 論 の 研 究 を 行 っ て い ま す 。 最 近 は IoT（ Inte rnet of  Thi ngs： モ ノ の

イ ン タ ー ネ ッ ト ）に 関 係 し た イ ベ ン ト ベ ー ス ト 制 御 、セ ン サ ネ ッ ト ワ ー ク 上 の 分

散 状 態 推 定 ，さ ら に 電 力 シ ス テ ム へ の 制 御 理 論 の 応 用 な ど 研 究 の 幅 を 広 げ て い ま

す 。 ホ ー ム ペ ー ジ も 公 開 し て お り ま す の で 、 ご 覧 く だ さ い  

 (https:/ /www.is t .hokudai. ac.jp/l a bo/dsctrl / ) 。ま た 、実 験 の 実 演 な ど 最 近

の 研 究 を 紹 介 す る こ と も 可 能 で す の で 、近 く に お 越 し の 際 は 、ぜ ひ 研 究 室 に も お

立 ち 寄 り く だ さ い 。 有 益 な 情 報 交 換 の 場 と な れ ば 幸 い で す 。  

 

 

デ ィ ジ タ ル 幾 何 処 理 工 学 研 究 室  

 

OB/OG の 皆 様 ，い か が お 過 ご し で し ょ う か ．デ ィ ジ タ ル 幾 何 処 理 工 学 研 究 室（ 旧

シ ス テ ム 情 報 設 計 学 研 究 室 ）で は ，現 在 ，金 井 教 授 ，伊 達 准 教 授 ，事 務 補 助 員 の

宮 尾 さ ん の 3 名 の ス タ ッ フ と ，博 士 学 生 ４ 名（ う ち 社 会 人 ２ 名 ），修 士 学 生 ６ 名 ，

学 部 学 生 ７ 名 （ 4 年 生 3 名 ， 3 年 生 4 名 ） の 計 17 名 の 学 生 が 在 籍 し て お り ま す ．

最 近 の 研 究 は ，環 境 や 大 型 構 造 物 の 3 次 元 計 測 デ ー タ の 活 用 技 術（ 社 会 イ ン フ ラ

維 持 管 理 ，屋 内 環 境 CFD 解 析 ，屋 内 設 備 の 認 識 管 理 ），質 の 高 い 3 次 元 計 測 /再 構

成 デ ー タ を 得 る た め の 計 測 支 援 技 術 （ SfM/MV S モ デ ル の 品 質 予 測 と 撮 影 最 適 化 ，

計 測 デ ー タ の VR/A R 表 示 ）， 医 療 向 け 3 次 元 形 状 処 理 ， 3 次 元 計 測 デ ー タ の 基 本

処 理 ア ル ゴ リ ズ ム の 高 度 化（ 計 測 ノ イ ズ 除 去 ，位 置 合 わ せ な ど ）と な っ て お り ま

す ． 学 会 発 表 の 場 は ， 国 内 で は 精 密 工 学 会 と 写 真 測 量 学 会 ， 国 際 会 議 で は CAD 

Conferenc e，国 際 写 真 測 量 学 会（ ISPRS）の 各 種 会 合（ Congre ss や GeoSpatialW e ek），

土 木 情 報 学 関 係 （ I CCBEI や ICCCBE） が 中 心 に な っ て い ま す ． 研 究 室 の 出 来 事 や

業 績 を 2019 年 に リ ニ ュ ー ア ル し た ホ ー ム ペ ー ジ  

（ https:/ /www.is t .hokudai. ac.jp /l a bo/dgp）に 掲 載 し て い ま す ．随 時 更 新 し て

お り ま す の で 是 非 ご 覧 く だ さ い ．近 く に お 越 し の 際 は ぜ ひ 研 究 室 に お 立 ち 寄 り く

だ さ い ． 色 々 な 情 報 を 聞 か せ て 戴 け る こ と を 楽 し み に し て お り ま す ．  

 

 

https://www.ist.hokudai.ac.jp/labo/dsctrl/
https://www.ist.hokudai.ac.jp/labo/dgp


ヒ ュ ー マ ン セ ン ト リ ッ ク 工 学 研 究 室  

 

田 中 孝 之 教 授 ， 松 下 昭 彦 助 教 ， 吉 川 美 紀 秘 書 の ス タ ッ フ に よ り 運 営 し て い ま

す ． 令 和 2 年 3 月 に 金 子 俊 一 先 生 が ご 退 職 さ れ ま し た ． 博 士 課 程 7 名 ， 修 士 課

程 9 名 ， 学 部 生 3 名 ， 研 究 生 1 名 ， 学 生 計 20 名 の 所 帯 で す ． ヒ ュ ー マ ン ロ ボ テ

ィ ク ス ， 軽 労 化 ア シ ス ト 技 術 ， 生 体 計 測 技 術 ， ヒ ュ ー マ ン イ ン タ フ ェ ー ス ， フ

ィ ー ル ド ロ ボ ッ ト な ど を 中 心 と す る ， 広 く 深 い 新 技 術 開 発 を め ざ し て ， 大 学 院

学 生 を 中 心 と す る 高 度 技 術 研 究 開 発 の た め の 人 材 育 成 を 進 め て い ま す ． 研 究 成

果 の 1 つ で あ る ス マ ー ト ス ー ツ は ， 北 大 発 ベ ン チ ャ ー 企 業 ス マ ー ト サ ポ ー ト か

ら 試 験 販 売 を 行 い ， 農 業 や 介 護 な ど 様 々 な 現 場 の 作 業 支 援 に 活 用 さ れ て い ま

す ． パ ナ ソ ニ ッ ク ア ド バ ン ス ト テ ク ノ ロ ジ ー ， 大 林 組 ， ア ス テ ラ ス 製 薬 ， 米 国

コ ロ ン ビ ア 大 学 ， 産 総 研 ， 道 総 研 な ど の 多 く の 企 業 ， 大 学 ， 公 的 研 究 機 関 と も

積 極 的 に 共 同 研 究 を 進 め て い ま す ． 詳 細 情 報 は  

https://h ce.ist. h okudai.ac .jp/  に 掲 載 し て い ま す の で ， 是 非 ご 参 照 く だ さ

い ． 北 大 工 学 部 同 窓 生 の 皆 さ ま に は 日 ご ろ よ り 研 究 室 を 支 援 い た だ い て い ま

す ． こ こ に お 礼 申 し 上 げ ま す ． 今 後 と も 細 や か な が ら 国 を 支 え る 国 立 大 学 法 人

の 研 究 室 と し て ， 励 ん で 参 り ま す の で ， ご 支 援 を よ ろ し く お 願 い い た し ま す ．  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

https://hce.ist.hokudai.ac.jp/


シ ス テ ム 環 境 情 報 学 研 究 室  

 

卒 業 生 の 皆 様 ，お 変 わ り あ り ま せ ん か ．新 型 コ ロ ナ 禍 に よ り ，仕 事 や 日 常 生 活

が 大 き く 影 響 を 受 け た 人 も 多 い か と 思 い ま す ．  

研 究 室 の ス タ ッ フ に 変 化 は な く ，小 野 里 雅 彦 教 授 と 田 中 文 基 准 教 授 の ２ 名 体 制

で す ． 指 導 を 受 け る 学 生 は ， 2021 年 度 は 博 士 後 期 課 程 １ 名 ， 修 士 課 程 5 名 ， ４

年 生 4 名 の 計 １ ０ 名 の 少 数 精 鋭 で す ． 当 研 究 室 に ほ ぼ 毎 年 在 籍 し て い た 高 専 出

身 者 が ０ 名 に な り ま し た ． 卒 業 生 の 就 職 先 に 大 き な 変 化 は な く ， 情 報 シ ス テ ム ，

電 機 ，通 信 ，精 密 ，電 力 と い っ た 業 種 が 中 心 で す ．札 幌 で の 就 職 を 希 望 す る 学 生

が 増 え て い る 印 象 が あ り ま す ．  

研 究 テ ー マ は ， 生 産 シ ス テ ム の 設 計 ・ 計 画 ， 加 工 情 報 シ ス テ ム ， が れ き 工 学 ，

社 会 イ ン フ ラ 維 持 管 理 支 援 を 中 心 に 行 っ て い ま す ． 研 究 成 果 は 主 に 精 密 工 学 会

（ 春 秋 全 国 ，北 海 道 支 部 ），日 本 機 械 学 会（ 生 産 シ ス テ ム 部 門 ），計 測 自 動 制 御 学

会 （ SI 部 門 講 演 会 ） な ど で 発 表 を 行 っ て い ま す ． 卒 業 生 の 皆 様 の 研 究 成 果 が 受

け 継 が れ て い る も の も 多 く あ り ま す ．ま た 研 究 成 果 の 魅 力 的 な 提 示 環 境 に つ い て

も 整 備 を 進 め て い て ， 当 研 究 室 の デ モ の 主 役 だ っ た XEO NA の 後 継 を 開 発 中 で す ． 

研 究 室 の 近 況 に つ い て は ，不 定 期 に メ ル マ ガ も 配 信 し て い ま す ．配 信 ご 希 望 の

方 は ，小 野 里 教 授 ま で ご 連 絡 く だ さ い ．本 原 稿 執 筆 の 時 点 で は「 札 幌 に お 越 し の

際 は ぜ ひ 研 究 室 に も お 気 軽 に お 立 ち 寄 り く だ さ い 」と は 言 え な い 状 況 で は あ り ま

す が ， 直 接 に お 会 い で き る 日 を 楽 し み に し て お り ま す ．  

 

 

 

 

 

 

 

 

実験室学生居室



電 気 エ ネ ル ギ ー 変 換 研 究 室  

 

研 究 室 名 が ，シ ス テ ム 変 換 学 研 究 室 か ら 現 在 の 名 称 に 変 更 さ れ て い ま す 。本 研

究 室 は ， 小 笠 原 教 授 ， 竹 本 准 教 授 ， 折 川 助 教 の 3 名 の 教 員 で 運 営 し て き ま し た

が ， 2020 年 4 月 よ り 竹 本 先 生 が 岡 山 大 学 教 授 と し て 転 出 し ま し た 。 さ ら に ， 事

務 補 助 の 村 上 さ ん ， NEDO の プ ロ ジ ェ ク ト の 技 術 補 助 の 後 藤 さ ん に も お 手 伝 い い

た だ い て い ま す 。 学 生 は ， 2 020 年 10 月 現 在 Ｄ Ｃ ： 11 名 (社 会 人 4 名 )， Ｍ Ｃ ： 9

名 ，Ｂ Ｃ： 7 名 の 2 7 名 と な り ，教 職 員 を 含 め て 31 名 で 研 究 活 動 に 励 ん で お り ま

す 。  

研 究 面 で は ，パ ワ ー エ レ ク ト ロ ニ ク ス を 中 心 と し た 電 気 エ ネ ル ギ ー 変 換 に 関 す

る 研 究 に 取 り 組 ん で お り ， 特 に 半 導 体 電 力 変 換 器 ， 電 動 機 制 御 ， 電 動 機 設 計 ，

EMI/EMC 技 術 な ら び に そ れ ら の 応 用 技 術 に つ い て ，科 研 や 企 業 と の 共 同 研 究 等 を

精 力 的 に 進 め て い ま す 。 ま た ， 2018 年 度 か ら は 汎 用 ・ 高 機 能 パ ワ ー モ ジ ュ ー ル

(USPM: Un iversa l Smart Pow er Mo dul e)の 研 究 開 発 に も 研 究 室 を あ げ て 取 り 組

ん で お り ま す 。 先 輩 諸 氏 か ら の ご 支 援 ・ ご 鞭 撻 を よ ろ し く お 願 い 申 し 上 げ ま す 。

目 標 で あ っ た 月 1 回 以 上 の 飲 み 会 (ジ ン パ を 含 む )は 全 く 達 成 で き て い ま せ ん が ，

研 究 室 一 同 和 気 あ い あ い と し た 雰 囲 気 で や っ て お り ま す の で ，札 幌 に お 越 し の 際

に は お 気 軽 に 研 究 室 に ご 連 絡 く だ さ い 。 (研 究 室 W eb ペ ー ジ ：  

https://w ww.ist. h okudai.ac .jp/lab o /eec/inde x.html )  

 

 

電 力 シ ス テ ム 研 究 室  

 

卒 業 生 の 皆 様 ，い か が お 過 ご し で し ょ う か 。本 研 究 室 は 現 在 ，北 裕 幸 教 授 ，原

亮 一 准 教 授 ，石 川 志 保 特 任 助 教 ，李 家 康 技 術 職 員 ，尾 崎 ち え み・千 葉 知 江 秘 書 の

6 名 の ス タ ッ フ と ， DC： 2 名 ， MC： 13 名 ， BC： 8 名 の 学 生 の ，計 29 名 で 日 々 研 究

活 動 に 励 ん で お り ま す 。研 究 テ ー マ は こ れ ま で 同 様 ，電 力・エ ネ ル ギ ー シ ス テ ム

の 運 用・計 画・制 御 を 核 に ，近 年 で は 風 力・太 陽 光 発 電 な ど の 不 安 定 な 電 源 の 大

量 連 系 に 関 連 す る 諸 問 題 解 決 や ，蓄 電 池・デ マ ン ド レ ス ポ ン ス の 活 用 な ど に も 取

り 組 ん で お り ま す 。 ま た 20 19 年 度 か ら は ， イ ン バ ー タ 電 源 の 比 率 増 加 に 伴 う 問

題 と し て 慣 性 力 低 下 に 着 目 し ，継 投 サ ポ ー ト 機 能 を 付 加 し た ス マ ー ト イ ン バ ー タ

の 導 入 効 果 検 証 に 関 す る NE DO 実 証 事 業 に も 参 加 し て お り ま す 。 ま た 教 育 面 に お

い て は 20 19 年 度 か ら 開 始 し た 卓 越 大 学 院 プ ロ グ ラ ム 「 パ ワ ー ・ エ ネ ル ギ ー ・ プ

ロ フ ェ ッ シ ョ ナ ル 育 成 プ ロ グ ラ ム （ 通 称 PEP） 」 に お い て ， 国 内 13 大 学 ・ 電 力

会 社・研 究 機 関 等 と 連 携 し た 教 育 プ ロ グ ラ ム を 実 施 し て お り ，こ れ ま で 以 上 に 充

実 し た 博 士 後 期 課 程 の 学 生 へ の 研 究 指 導 を 進 め て い る と こ ろ で す 。こ れ か ら も 優

秀 な 学 生 を 輩 出 し て い き た い と 思 い ま す の で ，引 き 続 き の ご 支 援 を 賜 れ れ ば 幸 い

で す 。  

https://www.ist.hokudai.ac.jp/labo/eec/index.html


研 究 室 は 情 報 科 学 研 究 科 棟 3 階 南 西 部 に ご ざ い ま す の で ， お 近 く に お 越 し の 際

は 研 究 室 に お 立 ち 寄 り の 上 ，ア ド バ イ ス を 頂 戴 で き れ ば 幸 い で す 。ま た 各 種 学 会

等 に 合 わ せ て 研 究 室 同 窓 会 も 企 画 し て お り ま す 。 詳 細 は 研 究 室 ホ ー ム ペ ー ジ  

（ http:// si.ssi. i st.hokuda i.ac.jp /）に て ア ナ ウ ン ス い た し ま す の で ，ご 都 合

の 付 く 範 囲 で ご 参 加 い た だ け れ ば 幸 い で す 。  

 

 

電磁工学研究室 

 

旧電気磁気学講座及び旧電磁エネルギー情報工学分野，システム複合情報学研究室を卒業・修了され

ました諸先輩の皆様方，いかがお過ごしでしょうか。当電磁工学研究室は H26 年より複合情報学研究室

から名称を変更しました．現在，スタッフ 4名(五十嵐一 教授，野口聡 准教授，技術職員の今井適さん，

事務職員の齊藤尚代さん)，学生 22 名（博士課程 5 名，修士課程 11 名，学部 8 名）の総勢 28 名で研究

活動に取り組んでいます．五十嵐先生は去年，還暦を迎えられました．コロナにより還暦祝いができなか

ったので，プレゼントだけ送らせていただきました． 

研究活動は電磁界解析技術を軸として電磁機器の最適化設計，振動発電，非接触給電，超電導磁石の

数値解析に関する研究をおこなっております．今年度はコロナの影響もありましたが，オンライン会議

アプリを上手に使いながら研究や進捗報告会を行いました．企業との共同研究も多数行っており，OB の

方と一緒に研究することもあります．今年は修士 4名および博士 1名の就職が決まりました． 

職員・学生ともに情報科学研究科棟 4 階におりますので，来札の際には是非研究室にお立ち寄り下さ

い。また，ホームページ(https://hbd.ist.hokudai.ac.jp/index.html)も頻繁に更新しておりますので，

是非ご覧ください。 

 

http://si.ssi.ist.hokudai.ac.jp/
https://hbd.ist.hokudai.ac.jp/index.html


知 能 ロ ボ ッ ト シ ス テ ム 研 究 室  

 

依 然 コ ロ ナ 禍 の 令 和 3 年 2 月 現 在 ，知 能 ロ ボ ッ ト シ ス テ ム 研 究 室 で は ，教 職 員

は 近 野 敦 教 授 ， 小 水 内 俊 介 助 教 ， 宮 尾 慶 子 秘 書 の 3 名 ， 学 生 は D： 1 名 ， M2： 5

名 ， M1： 4 名 ， B4： 4 名 ， B3： 4 名 ， 研 究 生 1 名 の 計 19 名 が 活 動 し て い ま す ． 令

和 2 年 度 よ り ，近 野 教 授 が 大 学 院 情 報 科 学 研 究 院 の 副 研 究 院 長 に 就 任 さ れ ，未 曽

有 の 事 態 の な か 院 レ ベ ル の 運 営 や コ ロ ナ 禍 の 対 応 に ご 尽 力 さ れ て い ま す ．学 生 も ，

外 出 自 粛 や 入 構 制 限 な ど に よ り 先 々 が 見 通 し に く い な か ，オ ン ラ イ ン で の ミ ー テ

ィ ン グ や 飲 み 会 な ど に 順 応 し ，在 宅 で も 勉 強 や 研 究 を 進 め な が ら ，と き に は 慎 重

な 健 康 観 察 や 入 出 管 理 の も と 研 究 室 で 実 験 す る な ど ，新 し い 活 動 ス タ イ ル で 熱 心

に 取 り 組 ん で い ま す ．研 究 内 容 は ，こ れ ま で 取 り 組 ん で き た ヒ ュ ー マ ノ イ ド ロ ボ

ッ ト ，無 人 航 空 ロ ボ ッ ト ，脳 外 科 手 術 シ ミ ュ レ ー タ ，触 れ る 情 報 空 間（ 空 中 映 像

と の 力 触 覚 を 伴 っ た イ ン タ ラ ク シ ョ ン ）な ど に 加 え て ，医 学 部 や 保 健 科 学 研 究 院

な ど と の 共 同 研 究 も 継 続 し て 取 り 組 ん で い ま す ．研 究 設 備 は と て も 特 徴 的 で ，大

小 多 数 の 人 型 ロ ボ ッ ト や ， 独 自 開 発 の 無 人 航 空 ロ ボ ッ ト （ ド ロ ー ン ）， 手 術 シ ミ

ュ レ ー タ 用 の ス ー パ ー コ ン ピ ュ ー タ 群 ，空 中 映 像 表 示 装 置 や 様 々 な 原 理 の 力 触 覚

提 示 装 置 ，生 体 反 応 を 呈 す る 看 護 シ ミ ュ レ ー タ な ど ，他 で は な か な か 見 ら れ な い

魅 力 的 な 装 置 が 揃 っ て い ま す ．い ず れ の 装 置 も ，機 械 工 学・電 子 工 学・情 報 科 学

な ど の 要 素 が 凝 縮 さ れ た 高 度 な シ ス テ ム で あ り ，そ の 効 果 的 な 運 用 を 目 指 し て 研

究 を 展 開 し て い ま す ．知 能 ロ ボ ッ ト シ ス テ ム 研 究 室 の こ れ か ら の 発 展 に ご 期 待 く

だ さ い ．  

 

 

 

リ モ ー ト セ ン シ ン グ 情 報 学 分 野  

 

修 了 生 の 皆 様 、い か が お 過 ご し で し ょ う か 。リ モ ー ト セ ン シ ン グ 情 報 学 分 野（ 旧

シ ス テ ム セ ン シ ン グ 情 報 学 講 座 ）は ，宇 宙 航 空 研 究 開 発 機 構 (JAXA )と の 連 携 講 座

と し て 2008(平 成 2 0 )年 4 月 に 発 足 し 今 年 で 13 年 目 を 迎 え ま し た ． 田 殿 武 雄 客

員 教 授 ， 塩 見 慶 客 員 准 教 授 に 加 え 202 0 年 4 月 か ら 村 上 浩 客 員 准 教 授 が 着 任 し ，

多 種 多 様 な セ ン サ を 用 い て 地 球 を 広 領 域 か つ 詳 細 に 遠 隔 探 査（ リ モ ー ト セ ン シ ン

グ ） す る シ ス テ ム 技 術 に つ い て 学 ぶ こ と を 目 的 と し て 研 究 活 動 を 行 っ て い ま す ．

昨 年 度 ま で に 修 士 課 程 8 名 ，博 士 課 程 １ 名 の 学 生 が 修 了 さ れ ，測 量 ，電 力 ，IT 関

連 企 業 に 就 職 し て い ま す ．今 年 度 は 修 士 課 程 1 年 1 名 の 学 生 が 所 属 し ，衛 星 デ ー

タ の 時 空 間 拡 張 表 示 を 研 究 テ ー マ と し て 日 々 難 し い 課 題 に 挑 戦 し て い ま す ．適 宜

Web 会 議 と ス タ ッ フ の 来 学 時 に 研 究 打 合 せ を 行 っ て い ま す が ，今 年 度 は 新 型 コ ロ

ナ 拡 大 防 止 の 観 点 か ら ， 集 中 講 義 も 初 の リ モ ー ト で の 開 催 と な り ま し た ． 今 後 ，

状 況 の 好 転 を 願 っ て い ま す ．  



本 講 座 の 活 動 に つ い て は https: //ww w.eorc.ja xa.jp/I S S/index.h tml で 適 宜 更

新 し て い ま す の で ， ご 参 照 く だ さ い ．  

 

 

デ ジ タ ル ヒ ュ ー マ ン 情 報 学 研 究 室  

 

デ ジ タ ル ヒ ュ ー マ ン 情 報 学 講 座 は ， 産 業 技 術 総 合 研 究 所 と の 連 携 講 座 と し て

平 成 26 年 4 月 に 発 足 し ま し た ． デ ジ タ ル ヒ ュ ー マ ン と は ， 生 活 空 間 で の 人 の 行

動 を 情 報 空 間 と 結 び 付 け る た め の イ ン タ フ ェ ー ス 技 術 の 総 称 で す ． デ ジ タ ル ヒ

ュ ー マ ン 技 術 を 活 用 す る こ と で ， 付 加 価 値 の 高 い 製 品 ・ サ ー ビ ス を 提 供 し ， そ

の 行 動 や ， 生 活 ， そ し て 社 会 を 変 容 さ せ る こ と を 目 標 と し て い ま す ． 本 講 座 で

は ， 身 体 の 形 状 や 運 動 を 計 測 す る 技 術 ， そ れ ら を 統 計 的 ・ 力 学 的 に 分 析 し て コ

ン ピ ュ ー タ 上 に 形 状 や 運 動 の 個 人 差 を 再 現 す る 技 術 ， そ し て 身 体 と 製 品 ・ 環 境

の 相 互 作 用 を 計 算 し ， 身 体 適 合 性 を 仮 想 評 価 し た り ， 健 康 な ど の 観 点 で 望 ま し

い 方 向 へ 行 動 変 容 さ せ る た め の 介 入 技 術 を 研 究 開 発 し て い ま す ． ま た ， こ れ ら

の 技 術 が 実 際 の 製 品 ・ 環 境 設 計 に 活 用 さ れ る よ う に ， 様 々 な メ ー カ と の 共 同 研

究 も 実 施 し て い ま す ． 多 田 充 徳 教 授 ， 宮 田 な つ き 教 授 ， 遠 藤 維 准 教 授 の 3 名 で

運 営 し ， 発 足 7 年 目 の 今 年 度 に は 1 名 の 社 会 人 博 士 課 程 の 学 生 と 2 名 の 修 士 課

程 の 学 生 が 所 属 し て い ま す ． 学 生 の 指 導 は テ ー マ ご と に 基 幹 講 座 の 先 生 の ご 協

力 を 頂 き な が ら 行 っ て い ま す ． ま た ， 学 生 に は 産 業 技 術 総 合 研 究 所 の 臨 海 副 都

心 セ ン タ ー に 滞 在 し て ， 研 究 所 の 中 で 研 究 を 行 う 機 会 も あ り ま す ． 本 講 座 の 活

動 や 学 会 発 表 の 様 子 に つ い て は

https://w ww.ist. h okudai.ac .jp/div / ssi/Coope rative/ D igitalHum anInfor m ati

cs/index. html  

を ご 覧 く だ さ い ． 研 究 室 に 関 す る 問 い 合 わ せ も 随 時 受 け 付 け て い ま す ．  

 

 

 

 

https://www.eorc.jaxa.jp/ISS/index.html
https://www.ist.hokudai.ac.jp/div/ssi/Cooperative/DigitalHumanInformatics/index.html
https://www.ist.hokudai.ac.jp/div/ssi/Cooperative/DigitalHumanInformatics/index.html

